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は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
名
古
屋
に
お
け
る
雅
楽
の
実
践

に
つ
い
て
、
名
古
屋
の
旧
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
新
出
資
料
と
、
尾
張

藩
関
係
資
料
、
楽
人
日
記
を
用
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

論
文
の
意
義
は
、
禁
裏
楽
人
が
住
ん
で
い
た
京
都
、
奈
良
、
大
坂
以

外
の
地
方
の
雅
楽
の
実
践
を
扱
う
点
と
、
幕
末
か
ら
明
治
に
至
る
社

会
変
動
の
中
で
、
そ
の
地
で
雅
楽
が
ど
の
よ
う
に
衰
退
と
復
興
を
経

た
か
を
考
察
す
る
点
に
あ
る
。

　

名
古
屋
城
下
、
本
町
筋
に
あ
っ
た
油
商
・
高
麗
屋
は
、
第
二
次
大

戦
の
名
古
屋
空
襲
の
被
害
を
辛
く
も
免
れ
、
蔵
に
江
戸
時
代
以
来
の

種
々
の
資
料
を
保
存
し
て
来
た
。
様
々
な
経
済
資
料
、美
術
工
芸
品
、

文
化
資
料
の
中
に
、
雅
楽
の
楽
譜
、
伝
授
書
、
写
真
、
演
奏
会
目
録

等
が
あ
る
。
楽
譜
や
伝
授
書
類
は
い
ず
れ
も
明
治
期
の
も
の
で
、
宮

内
省
楽
人
の
山
井
基
萬
な
ど
か
ら
高
麗
屋
当
主
へ
の
伝
授
奥
書
が
あ

る
。
ま
た
、
写
真
や
演
奏
会
資
料
か
ら
、
高
麗
屋
当
主
は
、
他
の
数

名
の
愛
好
家
と
と
も
に
、
明
治
後
半
に
復
興
さ
れ
た
熱
田
神
宮
の
舞

楽
な
ど
に
出
演
し
、
名
古
屋
の
雅
楽
伝
承
の
復
興
に
重
要
な
役
割
を

　
名
古
屋
に
お
け
る
雅
楽
伝
承
の
一
断
面 

～ 

幕
末
か
ら
明
治
へ            

寺　

内　

直　

子
　

果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

名
古
屋
で
は
古
く
か
ら
雅
楽
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
来
た
。
そ
の
代

表
的
な
場
所
は
、
熱
田
神
宮
や
東
照
宮
な
ど
の
神
社
、
本
願
寺
系
の

寺
院
で
あ
る
。
熱
田
神
宮
で
は
古
く
か
ら
楽
人
を
抱
え
て
、
儀
式
で

奏
楽
さ
せ
て
来
た
。
ま
た
、
尾
張
藩
で
は
、
藩
主
や
上
級
武
士
が
雅

楽
を
愛
好
し
た
ほ
か
、
東
照
宮
の
祭
祀
の
た
め
に
藩
士
の
幾
人
か
を

「
楽
人
」
と
し
て
召
し
抱
え
、
扶
持
を
与
え
て
い
た
。
吉
川
、
恒
川
、

山
崎
、
日
比
野
、
岡
村
、
古
瀬
そ
の
他
、
長
期
に
わ
た
っ
て
見
え
る

家
の
名
も
あ
る
。
藩
の
楽
人
は
、
い
ず
れ
も
明
治
初
頭
に
お
役
御
免

と
な
っ
て
い
る
が
、
恒
川
氏
な
ど
一
部
の
人
は
雅
楽
を
続
け
、
高
麗

屋
な
ど
素
人
愛
好
家
と
と
も
に
雅
楽
復
興
に
尽
力
し
た
。

　

従
来
、
名
古
屋
に
お
け
る
雅
楽
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代

の
宮
廷
楽
人
と
尾
張
藩
士
、
僧
侶
、
町
人
の
交
流
等
に
つ
い
て
、
楽

人
日
記
や
尾
張
藩
資
料
か
ら
指
摘
さ
れ
て
来
た
（
岸
野 

二
○
一
三
、

清
水 
二
○
○
四
、
西
山 

一
九
八
九
、
南
谷 

二
○
○
五
）。
し
か
し
、

具
体
的
伝
承
内
容
や
、
実
践
の
機
会
等
に
つ
い
て
、
詳
細
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
論
文
で
は
、
高
麗
屋
雅
楽
資
料
か
ら
、
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明
治
期
に
宮
廷
楽
人
か
ら
尾
張
の
愛
好
家
に
ど
の
よ
う
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
伝
授
さ
れ
た
の
か
、
愛
好
家
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、名
古
屋
の
雅
楽
文
化
の
歴
史
に
お
け
る
、

明
治
期
の
愛
好
家
の
活
動
の
特
徴
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す

る
。

一
、
高
麗
屋
の
資
料

　

高
麗
屋
は
、
名
古
屋
城
下
、
本
町
通
り
の
南
端
、
橘
町
の
一
角
に

店
を
構
え
た
油
商
人
で
、
代
々
「
吉
田
新
三
郎
」
を
名
乗
っ
た
。
高

麗
屋
は
江
戸
初
期
に
油
の
商
い
を
始
め
、
財
を
成
し
、
尾
張
藩
御
用

商
人
「
十
人
衆
」
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
豪
商
で
あ
る
。
曲

田
浩
和
氏
に
よ
れ
ば
、

初
代
（
一
六
七
○
〜
一
七
五
○
）、
二
代
（
一
七
二
六
〜
一
七
八
五
）

三
代
（
一
七
七
七
〜
一
八
四
六
）、
四
代
（
一
八
一
一
〜
一
八
三
○
）

五
代
（
一
八
一
八
〜
一
八
八
六
）、
六
代
（
一
八
三
八
〜
一
九
○
四
）

と
続
い
た
。
六
代
目
の
時
に
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
曲
田
氏
に
よ
れ

ば
、
尾
張
藩
は
維
新
後
、
国
内
製
品
の
輸
送
の
新
会
社
な
ど
を
設
立

し
、
藩
内
の
商
人
を
積
極
的
に
活
用
し
た
。
こ
の
た
め
、
維
新
後
も
、

吉
田
家
は
油
問
屋
の
中
核
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化
に
対
応

し
つ
つ
、
活
躍
し
た
（
曲
田　

二
○
一
二
）。

　

高
麗
屋
の
資
料
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
帳
簿
、
書
き
付
け
、
手
形
、

書
状
等
の
経
済
関
係
の
資
料
が
充
実
し
て
お
り
、
名
古
屋
商
人
の
経

済
史
研
究
に
絶
好
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
同
家
の
資
料
は
、
現

在
、
愛
知
県
県
史
編
さ
ん
室
が
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で

七
千
点
以
上
が
整
理
番
号
を
付
与
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
、
未
整

理
の
も
の
も
あ
る
。

　

一
方
、
本
稿
で
扱
う
雅
楽
資
料
は
百
点
程
度
で
、
全
体
の
史
料
点

数
か
ら
す
る
と
少
数
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
貴
重
で
あ
る
１
。
こ

の
雅
楽
資
料
に
関
わ
る
人
物
は
、
七
代
目
・
吉
田
新
三
郎
・
種
彦

（
一
八
七
○
〜
一
九
一
八
）
で
あ
る
。
種
彦
氏
は
、
宮
内
省
の
楽
師

か
ら
雅
楽
を
習
い
、
旧
尾
張
藩
楽
人
の
恒
川
重
富
や
、
そ
の
一
族
の

恒
川
重
壽
、
松
坂
屋
の
創
業
者
一
族
の
伊
藤
祐
昌
、
祐
民
ら
の
愛
好

家
と
と
も
に
楽
会
で
演
奏
し
た
り
、
熱
田
神
宮
舞
楽
で
演
奏
し
た
り

し
た
。
本
論
で
は
以
下
、
高
麗
屋
に
伝
来
し
た
雅
楽
関
係
史
料
を
便

宜
上
「
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
。

二
、
高
麗
屋
の
雅
楽
関
係
資
料

　

高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
①
伝
授
書
、
②
伝
授
奥
書
付
き
楽
譜
、
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③
伝
授
奥
書
の
無
い
楽
譜
、
④
写
真
、
⑤
楽
曲
目
録
等
に
分
け
ら
れ

る
。
年
記
の
無
い
資
料
は
、
単
独
で
は
い
つ
の
、
何
の
記
録
か
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
①
〜
⑤
を
相
互
に
対
照
さ
せ
る
と
内
容
的

に
呼
応
し
、
判
明
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
伝
授
書
と
伝
授
奥
書
を
有
す
る
楽
譜
を
見
て
み
よ
う
。
わ

か
っ
て
い
る
だ
け
で
、
全
部
で
一
五
点
現
存
し
て
い
る
。
年
代
順
に

並
べ
て
み
よ
う
。

二
　
一
、
伝
授
書
と
伝
授
奥
書
付
き
楽
譜

●
蘇
合
香
【
楽
譜
】（5   11

）２

奥
書
「
右
龍
笛
蘇
合
香
一
具
譜
面
ハ
／
式
部
寮
改
正
之
譜
ヲ
以
テ

冩
之
／
吉
田
種
彦
君
ヘ
送
ル
／
于
明
治
二
十
一
年
南
呂 

３ 

／
（
印

「
源
重
富
印
」「
？
？
」）

　

こ
の
楽
譜
は
、
高
麗
屋
資
料
中
、
年
記
の
あ
る
も
の
の
中
で
最
も

初
期
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
年
生
ま
れ
の
種
彦
氏
が
一
八
歳
頃
に

伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
伝
授
し
た
の
は
、
宮
内
省
の
楽

人
で
は
な
く
、
印
記
か
ら
、「
重
富
」
す
な
わ
ち
、
旧
尾
張
藩
楽
人

・
恒
川
重
富
（
恒
川
家
六
代
目
）（
一
八
三
六
〜
一
八
九
○
）
と
推

察
さ
れ
る
（
重
富
に
つ
い
て
は
後
述
）。「
式
部
寮
改
正
」
と
は
、
明

治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
の
式
部
寮
の
第
二
次
・
明
治
撰
定
譜
の
編

纂
事
業
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る 

４ 

。
こ
の
時
点
で
は
、
種
彦

氏
は
ま
だ
宮
内
省
の
楽
人
に
正
式
に
習
っ
た
わ
け
で
は
な
く
（
少
な

く
と
も
〈
蘇
合
香
〉
に
つ
い
て
は
）、
恒
川
重
富
に
習
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

●
平
調　

五
常
楽
急
【
楽
譜
】（
明
治
二
四
年
八
月
一
○
日
）

（5   3   10

）（
図
一
）

奥
書
「
右
龍
笛
道
愛
知
縣
吉
田
種

彦
／
依
所
望
令
傳
授
畢
／
明
治
廿

四
年
八
月
十
日
／
山
井
基
萬（
印
）」

　
　
　

　

こ
の
楽
譜
は
、
平
調
〈
五ご

常し
ょ
う

楽ら
く
の
き
ゅ
う急 

〉
の
龍
笛
譜
に
、
宮
内
省

の
楽
人
・
山や

ま
の
い井
基も
と

萬か
ず
（
一
八
五
三
〜

一
九
○
八
） 

の
伝
授
奥
書
が
添
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
種
彦
氏
は
こ

の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
頃

か
ら
、
本
格
的
に
宮
内
省
の
楽
人

に
師
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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●
龍
笛　

蘇
合
香
一
具
【
伝
授
書
】（
明
治
二
四
年
八
月
一
二
日
）

（5   3   8
）

 

「
龍
笛
／
蘇
合
香
一
具
／
今
般
右
大
曲
愛
／
知
縣
吉
田
種
彦
／
龍
笛

道
依
熟
達
／
令
推
傳
畢
／
明
治
廿
四
年
八
月
十
二
日
／
山
井
基
萬

（
印
）」

　

こ
の
伝
授
書
は
、
先
の
〈
五
常
楽
急
〉
の
伝
授
（
明
治
二
四
年

八
月
一
○
日
）
の
わ
ず
か
二
日
後
、
明
治
二
四
年
八
月
一
二
日
の

日
付
を
有
す
。〈
蘇そ

こ

う
合
香
〉
は
、
明
治
以
降
〈
春し
ゅ
ん
の
う
で
ん

鶯
囀
〉〈
萬ま
ん
じ
ゅ
う
ら
く

秋
楽
〉

〈
皇お

う
じ
ょ
う麞
〉
と
並
ん
で
「
大
曲
」
と
さ
れ
る
重
い
楽
曲
６
で
、
序
、
破
、

急
な
ど
の
複
数
楽
章
か
ら
成
り
、「
一
具
」は
そ
の
全
曲
を
指
す
。〈
蘇

合
香
一
具
〉
は
、
本
来
は
長
期
間
修
練
を
積
ん
だ
者
が
伝
授
さ
れ
る

楽
曲
だ
が
、〈
五
常
楽
急
〉
と
ほ
ぼ
同
時
に
伝
授
さ
れ
た
の
は
、
常

時
直
接
指
導
が
受
け
ら
れ
な
い
遠
隔
地
ゆ
え
の
特
別
扱
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
伝
授
書
に
対
応
す
る
楽
譜
と
し
て
は
、「
蘇
合
香
一
具
龍
笛
」

（5   11

）
と
い
う
楽
譜
が
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
。
ま
た
、

琵
琶
、箏
、打
物
譜
が
併
記
さ
れ
た
楽
譜
「
蘓
合
香 

一
具
」（5   2   23

）

も
存
在
し
、
種
彦
氏
が
〈
蘇
合
香
〉
の
龍
笛
だ
け
で
な
く
、
絃
楽
器
、

打
楽
器
も
習
得
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

●
駿
河
歌
、
求
子
【
舞
譜
】（
明
治
二
五
年
二
月
六
日
）（5   2   16

）

奥
書
「
明
治
廿
五
年
二
月
六
日
林
伶
人
長
ヨ
リ
相
傳
／
備
忘
ニ
私

ニ
記
シ
置
者
也
」

　

 

〈
駿す
る
が
う
た

河
歌
〉〈
求も
と
め
ご子
〉
は
、
神
道
系
の
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
東
あ
ず
ま
あ
そ
び遊

（
組
曲
）
の
中
の
楽
曲
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
駿
河
舞
」「
求
子
舞
」

と
呼
ば
れ
る
舞
が
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
伝
授
譜
で
は
な
く
、
明

治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に
林
伶
人
長
（
林
廣
継
、
一
八
四
五
〜

一
九
一
七
）７
に
東
遊
を
習
っ
た
折
に
備
忘
録
と
し
て
私
に
書
き
留

め
た
メ
モ
と
思
わ
れ
る
。
舞
の
型
の
名
称
や
、
舞
人
の
位
置
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

●
龍
笛　

春
鶯
囀
一
具
【
伝
授
書
】（
明
治
二
六
年
一
○
月
二
○
日
）

（5   3   5

）

 

「
龍
笛
／
春
鶯
囀
一
具
／
今
般
大
曲
愛
知
縣
／
吉
田
種
彦
龍
笛
道

／
依
熟
達
令
推
傳
畢
／
明
治
廿
六
年
十
月
廿
日
／
楽
師
兼
伶
人
長

従
七
位
山
井
基
萬
（
印
）」

　

 〈
春
鶯
囀
〉
も
〈
蘇
合
香
〉
と
同
様
、複
数
楽
章
か
ら
な
る
「
大
曲
」
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で
あ
る
。
二
年
前
の
〈
蘇
合
香
一
具
〉
に
続
き
、
種
彦
氏
は
〈
春
鶯

囀
一
具
〉
も
習
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
高
麗
屋
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
〈
春
鶯
囀
一
具
〉
龍
笛
譜
は

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

●
左
舞
平
舞
之
曲【
伝
授
書
】（
明
治
二
九
年
八
月
）（5   3   1

）（
図
二
）

 

「
一　

左
舞[

平
舞
之
曲]
／
右
者
今
般
吉
田
種
彦
依
懇
望
／
令
相

傳
之
訖
尤
他
人
者
不
及
申
／
雖
為
一
子
全
直
傳
有
之
間
敷
者
也
／
仍

傅
受
状
如
件
／
明
治
廿
九
年
八
月　

正
八
位
辻
則
承
／
吉
田
種
彦

殿
」

［　

］
内
は
原
文
で
は
割
り
書
（
以
下
同
）

　

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
、

種
彦
氏
は
左
舞
の
平
舞
を
伝
授
さ

れ
た
。
師
事
し
た
の
は
、
旧
南
都

方
楽
人
の
辻つ

じ

則の
り

承つ
ぐ

（
一
八
五
六
〜

一
九
二
二
）
で
あ
る
８ 

。
た
だ
し
個

別
の
曲
名
は
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
具
体
的
に
何
の
舞
を
習

得
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
左

舞
譜
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
伝
授
書
で
興
味
深
い
の
は
「
尤
他
人

者
不
及
申
／
雖
為
一
子
全
直
傳
有
之
間
敷
者
也
」
と
い
う
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
伝
授
書
に
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ

た
内
容
で
、「
他
人
は
申
す
に
及
ば
ず
、
自
分
の
一
子
で
さ
え
、
伝

え
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
但
し
書
き
で
あ
る
。
西
山
松
之
助
著『
家

元
の
研
究
』
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
ま
で
は
、

特
定
の
楽
曲
は
特
定
の
家
の
専
有
物
で
あ
り
、
そ
の
家
以
外
の
者
が

首
尾
よ
く
伝
授
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
上
演
し
た
り
、
自
分
以
外
の
者

に
教
え
る
に
は
、
さ
ら
に
特
別
な
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
明
治
三

（
一
八
七
○
）
年
に
、
東
京
に
雅
楽
局
（
後
の
宮
内
省
楽
部
、
戦
後

は
宮
内
庁
楽
部
）
が
設
置
さ
れ
て
以
降
は
、
技
の
世
襲
的
占
有
は
解

か
れ
た
が
、
一
般
人
へ
の
伝
授
に
は
、
な
お
こ
の
よ
う
な
制
限
を
つ

け
る
場
合
も
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
高
麗
屋
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
伝
授
書
中
、
そ
の
よ
う
な
「
制
約
」
を
記
し
た
の
は
、
辻

則
承
の
伝
授
書
だ
け
で
、
山
井
基
萬
の
も
の
に
は
見
え
な
い
。

●
箏　

中
小
曲
【
伝
授
書
】（
明
治
三
○
年
八
月
二
○
日
）（5   3   11

）

 
「
箏
／
中
小
曲
／
右
今
般
愛
知
縣
吉
田
種
彦
氏
因
／
所
望
令
相
傳
畢

／
明
治
三
十
年
八
月
二
十
日
／
楽
師
兼
伶
人
長
従
七
位
山
井
基
萬

（
印
）」
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明
治
三
◯
（
一
八
九
七
）
年
、
種
彦
氏
は
山
井
基
萬
か
ら
箏
の
伝

承
も
伝
授
さ
れ
た
。「
中
小
曲
」
と
は
中
曲
と
小
曲
か
ら
な
り
、
大

曲
や
舞
楽
用
の
特
殊
な
曲
を
除
く
、
一
般
的
な
管
絃
や
舞
楽
用
の
楽

曲
を
指
す
。
残
念
な
が
ら
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
、
箏
の
中

小
曲
譜
は
見
当
た
ら
な
い
。

●
龍
笛　

皇
麞
一
具
【
伝
授
書
】（
明
治
三
○
年
八
月
二
三
日
）

（5   3   6

）

 

「
龍
笛
／
皇
麞
一
具
／
右
大
曲
今
般
愛
知
縣
／
吉
田
種
彦
氏
龍
笛

道
／
因
熟
達
令
推
傳
畢
／
明
治
三
十
年
八
月
廿
三
日
／
楽
師
兼
伶

人
長
従
七
位
山
井
基
萬
（
印
）」

　

 

〈
皇
麞
〉
も
大
曲
の
一
つ
と
さ
れ
る
重
い
曲
で
あ
る
。
明
治
三
◯

年
に
種
彦
氏
は
、箏
の
中
小
曲
に
続
き
、〈
皇
麞
一
具
〉
も
習
得
し
た
。

高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、〈
皇
麞
〉
の
龍
笛
譜
が
残
っ
て
い
る

（5   2   37

）。

●
龍
笛　

萬
秋
楽
一
具
【
伝
授
書
】（
明
治
三
二
年
一
一
月
一
日
）

（5   3   7

）

 

「
龍
笛
／
萬
秋
楽
一
具
／
今
般
右
大
曲
愛
知
縣
／
吉
田
種
彦
氏
龍

笛
道
／
依
熟
達
令
推
傳
畢
／
明
治
三
十
二
年
十
一
月
一
日
／
従
七

位
山
井
基
萬
（
印
二
種
）」

●
龍
笛　

萬
秋
楽
假
名
譜
（
序
、
破
）【
楽
譜
】（
明
治
三
二
年
一
一

月
一
日
）（5   2   40

）　

奥
書
「
今
般
右
之
大
曲
愛
知
縣
／
吉
田
種
彦
氏
へ
推
傳
候
／
ニ
付

元
本
ヲ
以
テ
假
名
譜
ヲ
／
記
シ
贈
進
ス
ル
者
也
／
明
治
三
十
二
年

十
一
月
一
日
／
従
七
位
勲
八
等
山
井
基
萬
（
印
）」

 〈
蘇
合
香
〉〈
春
鶯
囀
〉〈
皇
麞
〉
に
続
き
、明
治
三
二
（
一
八
九
九
）

年
、種
彦
氏
は
四
箇
大
曲
中
未
習
で
あ
っ
た〈
萬
秋
楽
〉を
習
得
し
て
、

こ
こ
に
唐
楽
の
四
箇
大
曲
を
す
べ
て
修
め
た
。
番
号5   3   7

の
資

料
は
伝
授
書
で
あ
り
、
番
号5-2-40

は
「
龍

笛　

萬
秋
楽
假
名
譜
」、
す
な
わ
ち
、
龍
笛
の

唱
歌
と
指
穴
を
記
し
た
龍
笛
譜
で
あ
る
。

●
箏
輪
説
【
伝
授
書
】（
明
治
三
三
年
一
二
月

　

一
日
）（5   2   25

）（
図
三
）

 

「
箏
輪
説
／
右
令
相
傳
者
也
／
明
治
三
十
三

年
十
二
月
一
日
／
雅
楽
師
山
井
基
萬
（
印
）

／
吉
田
種
彦
殿
」
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箏
の
「
輪り
ん
ぜ
つ説
」
と
は
、
箏
の
パ
ー
ト
を
、
通
常
の
弾
き
方
で
は
な

く
技
巧
的
に
編
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
名
な
〈
越
天
楽
〉
は
、
全

体
を
三
回
繰
り
返
す
う
ち
に
漸
次
楽
器
を
減
ら
し
、
最
後
に
琵
琶
、

箏
だ
け
が
残
る
特
殊
演
出
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。こ
れ
を「
残

楽
三
返
」
と
い
う
。
こ
の
時
、最
後
に
箏
が
弾
く
技
巧
的
な
手
を
「
輪

説
」
と
い
う
。
明
治
三
三
（
一
九
○
◯
）
年
に
種
彦
氏
が
習
っ
た
の

は
、
ど
の
楽
曲
の
輪
説
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
楽
譜
も
見
当
た
ら

な
い
。

●
高
麗
笛
大
曲　

新
鳥
蘇　

古
鳥
蘇
【
伝
授
書
】（
明
治
三
九
年
八

月
一
日
）（5   3   9

）

 

「
高
麗
笛
大
曲
／
新
鳥
蘇
／
古
鳥
蘇
／
今
般
尾
州
吉
田
種
彦
氏
／

斯
道
依
熟
達
令
／
相
傳
候
事
／
明
治
三
十
九
年
八
月
一
日
／
雅
楽

師
兼
楽
師[

従
七
位][

勲
八
等]

山
井
基
萬
（
印
二
種
）」

●
高
麗
笛
大
曲　

退
走
禿　

進
走
禿
【
伝
授
書
】（
明
治
三
九
年
八

月
六
日
）（5   3   4

）

 

「
高
麗
笛
大
曲
／
退
走
禿
／
進
走
禿
／
今
般
愛
知
縣
／
吉
田
種
彦

氏
／
楽
道
依
熟
達
／
令
推
傳
候
事
／
明
治
三
十
九
年
八
月
六
日
／

雅
楽
師
兼
楽
師[

従
七
位][

勲
八
等]

山
井
基
萬
（
印
二
種
）

●
高
麗
楽
大
曲
笛
譜(

納
序
、
古
弾
、
新
鳥
蘇
、
古
鳥
蘇
、
退
走
禿
、

進
走
禿)

【
楽
譜
】（
明
治
三
九
年
八
月
）（5   2   38

）

 

「
今
般
吉
田
種
彦
殿
へ
／
該
大
曲
推
傳
ス
因
テ
／
假
名
譜
贈
進
ス

／
明
治
三
十
九
年
八
月
／
大
神
朝
臣
基
萬
（
印
）」

　

唐
楽
の
主
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
習
得
し
た
種
彦
氏
は
、
次
に
高

麗
楽
の
大
曲
に
挑
ん
だ
。〈
新し

ん
と
り
そ

鳥
蘇
〉〈
古こ
と
り
そ

鳥
蘇
〉〈
退た
い
そ
う
と
く

走
禿
〉〈
進し
ん
そ
う走

禿と
く

〉
は
高
麗
楽
の
四
箇
大
曲
で
あ
る
。〈
新
鳥
蘇
〉〈
古
鳥
蘇
〉
の
伝

授
は
明
治
三
九
（
一
九
◯
六
）
年
八
月
一
日
、〈
退
走
禿
〉〈
進
走
禿
〉

の
伝
授
は
そ
の
五
日
後
の
八
月
六
日
で
あ
る
。
こ
の
伝
授
と
対
応
す

る
楽
譜
が
「
高
麗
楽
大
曲
笛
譜(

納の
う
じ
ょ序
、古こ
だ
ん弾
９ 

、新
鳥
蘇
、古
鳥
蘇
、

退
走
禿
、
進
走
禿)

」
の
龍
笛
譜
と
し
て
現
存
す
る
（5   2   38

）。

●
箏
道　

唐
楽
四
箇
大
曲
【
伝
授
書
】（
明
治
四
十
年
十
月
十
一
日
）

（5   3   3

）

 
「
箏
道
／
唐
楽
四
箇
大
曲
／
右
今
般
尾
州
吉
田
／
種
彦
氏
雅
楽
道
累

年
熱
心
斯
道
モ
殊
ニ
／
熟
達
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
依
リ
／
特
ニ
令
推
傳
候
也

／
明
治
四
十
年
十
月
十
一
日
／
雅
楽
師
兼
楽
師［
従
七
位
］［
勲
七
等
］

山
井
基
萬
（
印
）」
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明
治
四
○
（
一
九
◯
七
）
年
に
、
種
彦
氏
は
唐
楽
四
箇
大
曲
の
箏

の
伝
授
を
受
け
た
。
四
箇
大
曲
箏
譜
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年

の
〈
蘇
合
香
一
具
〉
の
伝
受
で
触
れ
た
よ
う
に
、
琵
琶
、
箏
、
打
物

を
併
記
し
た
「
蘓
合
香 
一
具
」（5   2   23

）
と
い
う
楽
譜
は
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
中
に
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
種
彦
氏
は
一
八
歳
頃
に
〈
蘇
合
香
〉
の
楽

譜
を
入
手
し
、
明
治
二
四
年
頃
か
ら
正
式
に
宮
内
省
の
山
井
基
清
、

辻
則
承
、
林
廣
継
ら
に
師
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
授
の
年
月
が

明
ら
か
な
楽
曲
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 　
［
二
一
年
］ 

蘇
合
香

　
　

二
四
年　

五
常
楽
急
、
蘇
合
香

　
　

二
五
年　

駿
河
歌
、
求
子
歌

　
　

二
六
年　

春
鶯
囀

　
　

二
九
年　

左
舞
平
舞

　
　

三
○
年　

箏
中
小
曲
、
皇
麞

　
　

三
二
年　

萬
秋
楽

　
　

三
三
年　

箏
輪
説

　
　

三
九
年　

高
麗
笛
大
曲
新
鳥
蘇･

古
鳥
蘇
・
退
走
禿･

進
走
禿

　
　

四
○
年　

箏
道　

唐
楽
四
箇
大
曲

　

し
か
し
、
種
彦
氏
が
習
得
し
た
楽
曲
、
ジ
ャ
ン
ル
は
、
こ
れ
に
と

ど
ま
ら
な
か
っ
た
。　

二
　
二
、
伝
授
奥
書
な
し
楽
譜

　

以
下
の
楽
譜
は
、
伝
授
年
月
が
不
明
な
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、

楽
器
や
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
て
列
挙
す
る
。

 【
笛
譜
】

 

「
舞
楽
用
龍
笛
仮
名
譜
」（
新
楽
乱
声
、
小
乱
声
、
古
楽
乱
声
、

安
摩
乱
声
、
迦
陵
頻
音
取
、
陵
王
乱
序
、
同
音
取
、
抜
頭
音
取
、

散
手
破
陣
楽
、
同
破
、
還
城
楽
、
同
破
）（5   2   2

）

 「
皇
麞
」（
龍
笛
譜
）（5   2   37

）

 「
綾
切
」（
高
麗
笛
）（5   2   10

）

 

「
綾
切
ノ
終
リ
三
行
」　
（「
如
此
前
年
相
改
リ
タ
リ
」）（
高
麗
笛
）

（5   2   19

）

 「
品
玄
、
入
調
」（
龍
笛
譜
）（5   2   27

）

 
「
笛
譜
」（
新
楽
乱
声･

狛
乱
声･

意
調
子･

鳥
急･

賀
殿
破
、

狛
双
調
音
取
、
地
久
破
、
急
、
陵
王
乱
声
）（5   2   30

）

 

「
舞
楽
用
龍
笛
仮
名
譜
」(

五
常
楽
詠
、
陪
臚
音
取
、
同
破
、
喜
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春
楽
序
、
輪
台
音
取
、
同
吹
渡
、
青
海
波
音
取
、
同
吹
渡
、
採

桑
老
音
取
、
蘇
莫
者
音
取
、
同
序
、
同
破
、
抜
頭)

（5   2   32

）

 「
龍
笛
譜
」（
六
調
子
）（95   2

）

 「
催
馬
楽
笛
仮
名
譜
」（30   6

）

 「
遠
楽　

龍
笛
仮
名
譜
」（
渋
河
鳥
な
ど
）（5   9

）

　

右
は
、龍
笛
ま
た
は
高こ

麗ま

笛ぶ
え

の
た
め
の
楽
譜
で
あ
る
。「
龍
笛
」（
六

調
子
）（95   2

）
は
唐
楽
六
調
子
に
わ
た
る
大
部
の
楽
譜
集
だ
が
、

そ
れ
以
外
は
一
〜
数
曲
の
楽
譜
で
あ
る
。
右
で
興
味
深
い
の
は
、〈
新

楽
乱
声
〉〈
小
乱
声
〉〈
品
玄
、
入
調
〉
以
下
、
舞
楽
の
登
退
場
に
関

連
す
る
楽
譜
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
種
彦
氏
が
明
治
後
半
か
ら
熱
田
神
宮
な
ど
の
舞
楽

に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、「
催
馬
楽
笛
仮
名
譜
」
の
存
在
は
、
種
彦
氏
が
、
同
好
の

士
と
と
も
に
管
絃
会
で
催さ

い
ば
ら

馬
楽
を
演
奏
し
た
こ
と
と
符
合
す
る
（
後

述
）。

 【
複
数
楽
器
譜
】

  「
蘓
合
香 

一
具
」(

琵
琶
、
箏
、
打
物
譜)

（5   2   33

）

 

「
詔
応
楽
、
河
水
楽
、
弄
槍
楽
、
最
涼
州
、
聖
明
楽
、
應
天
楽
、

秦
王
破
陣
楽
、
放
鷹
楽
」（
琵
琶
、
笛
、
箏
）（5   2   41

）

　　

右
の
楽
譜
は
、
い
ず
れ
も
、
琵
琶
、
箏
、
笛
な
ど
複
数
の
楽
器
の

音
楽
が
総
譜
の
形
式
で
記
さ
れ
た
楽
譜
で
あ
る
。「
蘇
合
香
一
具
」

は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
曲
〈
蘇
合
香
〉
の
伝
授
と
関
連
す
る

楽
譜
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
詔
応
楽
、
河
水
楽
・
・
・
」
な

ど
の
楽
曲
は
、
伝
承
が
途
絶
え
た
、
も
し
く
は
、
ほ
と
ん
ど
演
奏
さ

れ
る
機
会
が
な
い
「
稀
曲
」「
遠
楽
」
と
さ
れ
る
楽
曲
群
で
あ
る
。

故
実
の
探
求
と
し
て
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

 【
歌
譜
】

 「
三
度
拍
子　

席
田
」（
歌
譜
）（5   2   7

）

 「
蓑
山
」(

歌
譜
、
箏
譜)

（5   2   18

）

 

「
催
馬
楽　

山
城
、
蓑
山
譜
」（
山
城
歌
譜
（
五
音
）、
蓑
山
歌
譜

（
五
音
）、
山
城
琵
琶
譜
、
蓑
山
琵
琶
譜
、
山
城
箏
譜
、
蓑
山
箏

譜
）（5   2   34

）

 「
伊
勢
海
、
席
田
譜
」（5   5

）

 「
盤
渉
調　

更
衣
」（
歌
詞
、琵
琶
、笛
、箏
）（5   2   29

）（
図
四
）

　

右
の
う
ち
〈
伊い

せ
の
う
み

勢
海
〉
は 

平ひ
ょ
う
ぢ
ょ
う
調
（
律
）
の
催
馬
楽
、〈
席む
し
ろ
だ田
〉〈
蓑
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山
〉〈
山
城
〉
は
双そ
う
ぢ
ょ
う調（
呂
）
の
催
馬
楽
で
あ
る
。〈
更こ
ろ
も
が
え衣〉
は
通
常

平
調
で
演
奏
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
珍
し
く
盤
渉
調
に
移
調
さ
れ
た

楽
譜
が
見
ら
れ
る
。

【
そ
の
他
の
譜
、
図
】

 「
唱
歌
ノ
時
和
琴
調
」（
和
琴
、
箏
の
柱
位
置
の
図
）（5   2   24
）

 （
東
遊　

舞
人･

歌
人
の
舞
台
配
置
の
図
）（5   2   26

）

平
調
律
旋
「
新
年
雪
」(

龍
笛
譜)

（5   2   20

）

平
調
律
旋
「
新
年
雪
」(

歌
、
琵
琶
、
箏
、
和
琴
譜)

（
明
治
四
十
三

年
新
年
御
題
、
賀
島
年
魚
作
歌
、
恒
川
重
壽
撰
）（5   2   35

）

平
調
律
旋
「
松
上
鶴
」（
横
笛
譜
）（
明
治
四
十
五
年
御
題
）
賀
島
年

魚
作
歌
、
恒
川
重
壽
撰
譜
（5   2   17   1

）

平
調
律
旋
「
松
上
鶴
」(

箏
、
琵
琶
、
和
琴
譜) （5   2   17   2

）

平
調
律
旋
「
寒
月
照
梅
花
」(

箏
、
笛
譜) 

賀
島
年
魚
作
歌
、
恒
川

重
壽
撰
譜
（5   2   28

）

 「
春
雨
」(

雅
楽
譜)

（5   2   21

）

 「
君
か
代
」(

歌
譜)

（5   2   22

）

 「
む
つ
ま
じ
く
（
糸
竹
か
）」（
恒
川
重
壽
婚
儀
）（5   3   13   4-3

）

 

「
祝
呈
」（
歌
譜
）（5   3   12   1

、5   3   12   2

）
山
井
基
萬
作
（
明

治
三
三
年
、
種
彦
氏
結
婚
成
約
祝
）

　

そ
の
他
の
譜
、
図
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、「
新
年
雪
」「
松
上
鶴
」

（
図
五
）
な
ど
の
歌
と
伴
奏
譜
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
年
頭
の
歌
会

始
の
お
題
を
も
と
に
、
賀
島
年
魚
が
作
詞
、
恒
川
重
壽
が
作
曲
し
た

新
歌
謡
と
思
わ
れ
る
。
前
者
は
「
ト
シ
ノ
ミ
カ
ド
ノ　

ケ
サ
ノ
ユ
キ

　

タ
マ
ノ
ウ
テ
ナ
ヤ　

シ
ラ
カ
ネ
ノ　

三
ツ
ハ
四
ツ
ハ
ニ
カ
サ
ナ
リ

テ　

ゲ
ニ
タ
マ
シ
キ
ノ　

ミ
ヤ
コ
カ
ナ
」、
後
者
は
「
ア
サ
ヒ
サ
ス

　

マ
ツ
ノ
コ
ズ
エ
ニ　

ス
ム
ツ
ル
ノ　

コ
ロ
ロ
ト
ナ
キ
テ　

ト
シ
タ

チ
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
歌
詞
で
あ
る
。
ま
た
、同
様
に
「
寒
月
照
梅
花
」

は
、
題
名
は
漢
詩
風
で
あ
る
が
、
歌
詞
は
「
ツ
キ
カ
ゲ
ハ　

サ
ム
キ

ナ
カ
ラ
モ　

ト
シ
タ
チ
テ
（
以
下
略
）」
と
和
歌
風
の
歌
詞
で
あ
る
。



図五　〈松上鶴〉

27

ま
た
、「
む
つ
ま
じ
く
」
は
「
む
つ
ま
じ
く　

た
ち
な
ら
び
た
る　

ま
つ
た
け
の　

き
み
が
ち
と
せ
は　

い
ろ
に
こ
そ
み
れ
」
と
い
う
歌

詞
の
歌
謡
譜
で
、
楽
譜
の
包
紙
に
は
「
恒
川
重
壽
君
御
婚
儀
之
節
曲

目　

于
時
明
治
丗
四
年
三
月
十
七
日
」と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

雅
楽
サ
ー
ク
ル
の
恒
川
重
壽
の
婚
儀
に
際
し
て
作
曲
さ
れ
た
歌
曲
な

の
で
あ
る
。
同
様
に
、
種
彦
氏
の
結
婚
（
明
治
三
三
年
）
が
決
ま
っ

た
際
も
、
山
井
基
萬
か
ら
平
調
律
旋
の
楽
曲
が
「
祝
呈
」
さ
れ
て
い

る 

  10

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
作
歌
謡
で
、
楽
会
で
演
奏
し
て
楽

し
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

【
古
楽
書
、
舞
楽
図
、
備
忘
録
】

 『
楽
家
録
』
写
本
（
番
号
な
し
）

 『
註
大
神
龍
笛
要
録
譜
』
写
本
（
番
号
な
し
）（
木
箱
、
帙
入
）

 

『
舞
楽
図
』
高
島
千
春
、
北
爪
有
郷
編
、
吉
川
弘
文
館
、
明
治
三
八

年
刊
（
番
号
な
し
）

 『
楽
事
備
忘
録
』（5   3   14

）

　
『
楽が

っ
か
ろ
く

家
録
』
は
江
戸
初
期
の
京
都
方
楽
人
・
安
倍
季
尚
が
著
し
た

五
◯
巻
に
の
ぼ
る
大
部
の
楽
書
で
、
雅
楽
関
係
者
に
と
っ
て
は
百
科

事
典
的
存
在
の
文
献
で
あ
る
。
ま
た
、『
註
大
神
龍
笛
要
録
譜
』
は
、

中
世
の
京
都
方
の
楽
人
・
大
神
景
光
（
一
二
七
三
〜
一
三
五
四
）
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
大
部
の
龍
笛
の
楽
譜
で
あ
る
。楽
譜
の
体
裁
は
、

本
譜
、
す
な
わ
ち
、
指
穴
記
号
で
記
す
古
い
形
で
あ
り
、
ま
た
、
近

世
以
降
廃
絶
し
た
楽
曲
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
中
世
ま
で
の

龍
笛
伝
承
の
「
正
統
」
を
記
し
た
雅
楽
史
で
重
要
と
さ
れ
る
楽
譜
の

一
つ
で
あ
る
。
一
方
、『
舞
楽
図
』
は
明
治
時
代
に
出
版
さ
れ
た
色

刷
り
の
舞
楽
カ
タ
ロ
グ
で
、
左
舞
、
右
舞
の
各
舞
楽
や
御
神
楽
の
人

長
舞
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
楽
家
録
』
と

『
註
大
神
龍
笛
要
録
譜
』
は
写
本
だ
が
、
残
念
な
が
ら
書
写
奥
書
が

な
く
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
種
彦
氏
が
入
手
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
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い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
存
在
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
で
は
な
い
も
の
の
、
雅
楽
を
志
す
者
と
し
て
、
重
要
な
文

献
を
揃
え
て
お
き
た
い
と
い
う
種
彦
氏
の
熱
意
を
物
語
る
も
の
と
言

え
よ
う
。

　

一
方
、『
楽
事
備
忘
録
』
は
、
種
彦
氏
自
身
が
著
し
た
備
忘
録
で

あ
る
。
青
い
罫
線
入
り
の
和
綴
じ
の
ノ
ー
ト
に
、
楽
曲
を
演
奏
す
る

際
の
注
意
事
項
が
数
行
ず
つ
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
楽
曲
の
習
得
や

伝
承
に
関
し
て
興
味
深
い
内
容
を
多
々
含
む
が
、
こ
れ
に
関
す
る
考

察
は
、
紙
面
を
改
め
て
行
い
た
い
。　

　

以
上
、
楽
譜
を
概
観
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
収
集
の
目
的
と
し
て
は

以
下
の
三
通
り
が
推
測
で
き
る
。
第
一
は
、
実
用
譜
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
実
際
の
管
絃
楽
会
や
舞
楽
会
で
使
用
す
る
た
め
の
楽
譜
で
、
こ

こ
に
は
、「
舞
楽
用
龍
笛
仮
名
譜
」（5   2   2

）、「
綾
切
」（
高
麗
笛
）

（5   2   10

）、「
龍
笛
譜
」（
六
調
子
）（95     2

）、
一
連
の
催
馬
楽
譜
、

平
調
律
旋
「
新
年
雪
」
な
ど
の
新
作
歌
謡
の
関
係
譜
（5   2   20
）

な
ど
が
入
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
皇
麞
」龍
笛
譜
」（5     2     37

）、「
龍

笛　

萬
秋
楽
假
名
譜
（
序
、
破
）」（5     2    40

）
な
ど
は
、
免
許
取

得
上
の
伝
授
証
明
と
し
て
の
楽
譜
で
、こ
れ
ら
の
楽
曲
は
、〈
皇
麞
急
〉

を
除
い
て
実
際
に
は
あ
ま
り
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、「
遠
楽　

龍
笛
仮
名
譜
」（
渋
河
鳥
な
ど
）（5    9

）

や
、「
詔
応
楽
、
河
水
楽
、
弄
槍
楽
、
最
涼
州
、
聖
明
楽
、
應
天
楽
、

秦
王
破
陣
楽
、
放
鷹
楽
」（
琵
琶
、
笛
、
箏
）（5     2     41

）
は
、
い

わ
ゆ
る
廃
絶
し
た
「
遠
楽
」
や
、
ま
れ
に
し
か
演
奏
さ
れ
な
い
「
稀

曲
」
と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
楽
曲
で
、
研
究
、
好
学
上
の
資
料

収
集
の
意
味
合
い
が
強
い
。
以
上
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
用
途
の
違

い
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
、
数
々

の
演
奏
会
の
楽
曲
目
録
の
デ
ー
タ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

二
　
三
、
写
真

　

高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
数
点
の
写
真
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
四
人
が
奏
楽
す
る
写
真
を
紹
介
す
る
。
四
人
が
塀
の
際
に

一
列
に
立
っ
た
ま
ま
、
左
か
ら
笙
、
篳
篥
、
笛
、
篳
篥
を
演
奏
し
て

い
る
構
図
で
あ
る
（
図
六
）。
写
真
の
左
端
に
「
于
時
明
治
三
十
一

年
七
月
廿
八
日
／
於
伊
藤
守
松
君
御
宅
撮
影
」
と
あ
り
、
写
真
が
撮

ら
れ
た
の
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
七
月
、
場
所
は
、「
伊
藤

守
松
君
」
す
な
わ
ち
、
伊
藤
祐
民
（
守
松
）
の
家
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
現
在
の
吉
田
家
ご
当
主
に
よ
れ
ば
、
写
真
に
写
っ

て
い
る
人
物
は
、
左
か
ら
笙
・
伊
藤
祐
昌
、
篳
篥
・
恒
川
重
壽
、
笛

・
吉
田
種
彦
の
各
氏
で
あ
る
と
い
う
。
四
人
目
の
篳
篥
の
人
物
だ
け

が
、
現
在
同
定
で
き
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
種
彦
氏
と
楽
会
仲
間
で
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あ
っ
た
伊
藤
祐
昌
、
伊
藤
祐
民
（
守
松
）、
恒
川
重
壽
に
つ
い
て
、

紹
介
し
て
お
く
。

　

伊
藤
守
松
と
は
、
松
坂

屋
デ
パ
ー
ト
を
経
営
す
る

伊
藤
一
族
の
、
伊
藤
祐
民

（
一
五
代
伊
藤
次
郎
左
衛
門
、

一
八
七
八
〜
一
九
四
○
）
の

幼
名
で
あ
る
。
祐
民
は
松
坂

屋
デ
パ
ー
ト
の
近
代
化
に
尽

く
す
と
と
も
に
、
雅
楽
、
能

・
狂
言
、
茶
道
、
国
学
、
漢

学
な
ど
、
諸
学
・
諸
芸
術
に

造
詣
が
深
か
っ
た
。『
伊
藤
祐
民
傅
』
に
よ
れ
ば
、
雅
楽
を
、
恒
川

重
光
、
吉
田
種
彦
、
山
井
基
萬
ら
に
師
事
し
た
（
伊
藤
祐
民
傅
刊
行

会　

一
九
五
二
、一
七
二
頁
）。
祐
民
の
父
・
伊
藤
祐
昌
（
一
八
四
八

〜
一
九
三
○
）
も
茶
道
や
和
歌
に
秀
で
た
文
化
人
で
、
同
じ
く
雅
楽

に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
種
彦
氏
と
熱
心
に

雅
楽
を
演
奏
し
た
例
は
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
わ
か
る
範
囲

で
は
祐
昌
の
方
が
多
く
、
種
彦
氏
よ
り
若
干
若
い
祐
民
は
、
最
初
に

種
彦
氏
に
雅
楽
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
後
に
本
格
的
に
習
う
よ
う
に

な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
恒
川
重
壽
は
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
続
く
尾
張
藩
お
抱
え

の
楽
人
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。『
名
古
屋
市
史　

風
俗
編
』（
以
下
、

単
に
『
名
古
屋
市
史
』
と
記
す
）   11

に
よ
れ
ば
、
六
世
・
弥
太
郎
重

富
（
一
八
三
六
〜
一
八
九
○
）
の
時
に
恒
川
家
は
明
治
維
新
を
迎
え

た
。
重
富
の
あ
と
は
、息
子
の
鐐
之
助
重
光
（
七
代
）（
一
八
六
八
？

〜
一
九
○
六
）
が
継
い
だ
が 

  12

、
重
光
の
息
子
と
考
え
ら
れ
る
光

男
は
一
九
一
一
年
に
一
七
歳
で
死
去
し
、
そ
の
跡
を
一
族
の
兼
蔵
重

壽
（
？
〜
？
）
が
継
い
だ  

  13

。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
興
味
深
い
の
は
舞

楽
写
真
で
あ
る
。
写
真
館
の
フ
レ
ー
ム
付
き
の
誂
え
写
真
で
、
舞
楽

の
走

は
し
り
ま
い舞
三
点
、
平ひ
ら
ま
い舞
二
点
が
現
存
す
る
。
い
ず
れ
も
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

が
無
い
た
め
、
演
目
と
上
演
日
時
が
不
明
で
あ
る
が
、
面
と
装
束
か

ら
、
走
舞
は
〈
陵
王
〉〈
納な

そ

り
蘇
利
〉〈
胡こ
ん
じ
ゅ

飲
酒
〉、
平
舞
は
〈
林り
ん
が歌
〉

〈
蘇そ

し

ま

り

志
摩
利
〉
と
思
わ
れ
る
（
図
七
、八
、九
、一
〇
、一
一
、
い
ず
れ
も

元
の
写
真
か
ら
ト
リ
ミ
ン
グ
）。
次
に
説
明
す
る
よ
う
に
、
高
麗
屋
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
演
奏
会
の
楽
曲
目
録
が
多
数
存
在
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
明
治
四
五
年
、熱
田
神
宮
舞
楽
の
目
録（
印
刷
版
）が
あ
り
、

「
蘇
志
摩
利
、
胡
飲
酒
、
林
歌
、
羅
陵
王
、
納
曽
利
」
は
こ
の
時
演

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
、
明
治
四
五
年
の
熱
田
舞
楽
に
は
、〈
振
鉾
〉



図七〈陵王〉

図八〈納蘇利〉

図九〈胡飲酒〉

図一〇〈林歌〉

図一一〈蘇志摩利〉
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と
〈
桃
李
花
〉〈
登
天
楽
〉
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
三
曲
の
写

真
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
右
の
楽
曲
の
う
ち
、〈
蘇
志

摩
利
〉
は
、
明
治
の
末
に
東
京
の
宮
内
省
楽
部
で
復
活
さ
れ
た
も
の

で 
  14

、
明
治
四
五
年
の
熱
田
舞
楽
で
こ
れ
が
演
じ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
復
活
し
た
直
後
の
舞
楽
が
、
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
宮
内
省
楽
人
と
の
緊
密
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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二
　
三
、
目
録

　

高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
多
数
の
演
奏
会
楽
曲
目
録
が
含
ま

れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
演
奏
会
の
種
類
や
年
月
日
が
不
明
な
も

の
も
多
い
が
、
種
彦
氏
ら
の
サ
ー
ク
ル
が
ど
の
よ
う
な
機
会
に
何
を

演
じ
た
の
か
が
知
ら
れ
る
。

【
楽
曲
目
録
、
管
絃
楽
会
目
録
】

　

管
絃
の
曲
目
を
記
し
た
も
の
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
習
得
・
演

奏
す
べ
き
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
リ
ス
ト
と
、
実
際
の
楽
会
で
演
奏
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
種
類
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
次
の
三
点
は
、
習
得
・
演
奏
す
べ
き
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
羅

列
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

 「
林
廣
継
先
生
撰
定
譜
参
拾
楽
目
録
」（5   2   3

）

 「
三
拾
楽
目
録
」（5   2   23

）

 

「（
楽
曲
目
録
）」（
壱
越
調
一
三
曲･

平
調
一
二
曲･

双
調
一
一
曲

　

･

黄
鐘
調
九
曲･

盤
渉
調
七
曲･

太
食
調
一
○
曲
）（5   2   6

）

右
の
、「
林
廣
継
先
生
撰
定
譜
参
拾
楽
目
録
」
と
「
三
拾
楽
目
録
」
は
、

曲
数
と
し
て
は
同
じ
三
○
曲
で
あ
る
が
、
撰
定
さ
れ
て
い
る
楽
曲
は

異
な
る
（
表
一
）。「（
楽
曲
目
録
）」（5   2   6

）
は
、
さ
ら
に
多
い

楽
曲
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、「
語
譜

研
究
月
次
楽
会
」（5     2   4

）と
い
う
資
料
は
、六
ヶ
月
に
わ
た
り（
年

は
不
明
）
月
ご
と
に
調
子
を
定
め
て
五
曲
ず
つ
（
合
計
三
○
曲
）
演

奏
し
た
楽
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
興
味
深
い
資
料
な
の
で
、
以

下
に
紹
介
す
る
。

 
 

　

七
月　
　
　
　

亭
番　

祐
昌

　
　

一
越
調

　

賀
殿
破　
　
　

太
種　
［
祐
昌　

重
壽
］

　

同
急　
　
　
　

太
祐　
［
重
壽　

種
彦
］

　

春
鶯
囀
入
破　

箏
［
種 

祐
］　

重
壽　

　

羅
陵
王　
　
　

比
巴
重　

箏
祐　

種
彦

　

武
徳
楽　
　
　

比
巴
［
重 

祐
］ 

カ
種

　
　
　
　
　
　
　

            

［
初
帖
ニ
加　

二
帖
メ
箏
］  ［
初
帖
吹
］

　
　
　
　
　
　
　

　

八
月　
　
　
　

亭
番　

重
壽

　
　
　

平
調

　

萬
歳
楽　
　
　
［
祐
昌　

重
壽　

種
彦
］

　

五
常
楽
急　
　

比
巴
重　
［
祐
昌　

種
彦
］
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春
楊
柳　
　
　

比
巴
［
種　

重
］　

祐
昌

　

陪
呂　
　
　
　

比
巴
［
重　

祐
］　

種
彦

　

小
娘
子　
　
　

比
巴
［
祐　

種
］　

箏
重　
　
［
初
帖
吹
］
種
彦

　

九
月　
　
　
　

亭
番　

種
彦

　
　
　

双
調

　

鳥
破　
　
　
　

比
巴
種　
［
祐
昌　

重
壽
］

　

同
急　
　
　
　

カ
重　
　
［
祐
昌　

種
彦
］

　

柳
花
苑    　

  

カ
重　

太
種　

祐
昌

　

酒
胡
子　
　
　

比
巴
重　

箏
種　

カ
祐
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
初
帖
ニ
加 

二
帖
メ
比
巴
助
］　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
初
帖
吹
］
種
彦

　

新
羅
陵
王　
　

比
巴
祐　

箏
［
種　

重
］  ［
初
帖
吹
］
重
壽

　

十
月　
　
　
　

亭
番　

祐
昌

　
　
　

黄
鐘
調

　

喜
春
楽　
　
　

箏
種　
［
祐
昌　

重
壽
］

　

海
青
楽　
　
　

箏
祐　
［
重
壽　

種
彦
］

　

十
砕
楽　
　
　

カ
祐　
［
重
壽　

種
彦
］

　

西
王
楽　
　
　

箏
重　
［
祐
昌　

種
彦
］

　

越
天
楽　
　
　

比
巴
祐　

箏
種　

重
壽

　

十
一
月　
　
　

亭
番　

重
壽

　
　

  （
盤
渉
調 

  15

）

　

蘇
合
香　
　
　

太
重　
［
祐
昌　

種
彦
］

　

白
柱　
　
　
　

比
巴
重　

箏
種　

祐
昌

　

青
海
波　
　
　

箏
［
種　

重
］　

祐
昌

　

蘇
莫
者　
　
　

箏
［
重　

祐
］　

種
彦

　

千
秋
楽　
　
　

箏
［
種　

重
］　

カ
祐
［
初
帖
ニ
加　

二
帖
メ
比
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  [

初
帖
吹]

重
壽

　

十
二
月　
　
　
　

亭
番　

種
彦

　
　
　

太
食
調

　

蘇
芳
菲　
　
　

カ
種　

[

祐
昌　

重
壽
］

　

傾
盃
楽　
　
　

比
巴
祐　

[

重
壽　

種
彦
］

　

合
歓
宴　
　
　

比
巴[

種　

祐
］　

重
壽

　

輪
鼓　
　
　
　

一
種　

太
祐　

重
壽

　

長
慶
子　
　
　

カ
祐　

太
重　

種
彦

（［　

］
内
は
原
文
で
は
割
り
書
き
）
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こ
の
語
譜
研
究
楽
会
は
、
ど
う
や
ら
伊
藤
祐
昌
、
吉
田
種
彦
、
恒

川
重
壽
の
三
名
の
研
究
会
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
演
奏
者
名
の
上
に

楽
器
の
指
定
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
楽
器
を
演
奏
し
、
特
に
楽
器
指

定
が
な
い
場
合
は
、
ふ
だ
ん
の
持
ち
管
、
す
な
わ
ち
、
祐
昌
＝
笙
、

種
彦
＝
笛
、重
壽
＝
篳
篥
を
演
奏
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、「
カ
」

は
鞨
鼓
、「
太
」
は
太
鼓
、「
一
」
は
一
鼓 

  16

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、七
月
の
〈
武
徳
楽
〉、八
月
の
〈
小
娘
子
〉、九
月
の
〈
酒
胡
子
〉、

十
一
月
の〈
千
秋
楽
〉は
、楽
曲
全
体
を
二
回
繰
り
返
し
、一
回
目（
初

帖
）
は
管
楽
器
入
り
、
二
回
目
（
二
帖
）
は
絃
楽
器
と
打
楽
器
だ
け

で
演
奏
し
た
よ
う
で
あ
る
。
全
体
に
比
巴
（
琵
琶
）、
箏
な
ど
の
絃

楽
器
を
熱
心
に
稽
古
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
一
連
の
管
絃
楽
会
の
目
録
が
あ
る
（5   3   13   1

、

5   3   13   2

、5   3   13   3

、5   3   13   4   1

、5   3   13   4   2

、

5   3   13   4   4

、30   141   2

、30   141   4

）。
こ
れ
ら
は
横
長
の
厚

め
の
紙
に
書
か
れ
て
い
て
、
同
一
の
体
裁
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
楽
会

も
、
演
奏
曲
目
は
平
調
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
（
表
二
）。
こ
の
う
ち
、

5   3   13   3

に
「
明
治
十
有
九
年
一
月
六
日
」、30   141   2

に
「
明

治
四
十
年
一
月
発
会
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
〈
萬
歳
楽
〉
の
よ

う
に
祝
儀
の
も
の
、〈
春
楊
柳
〉
の
よ
う
な
春
に
ち
な
ん
だ
曲
、
さ

ら
に
、
正
月
を
謳
う
朗
詠
〈
嘉
辰
〉、
新
作
歌
謡
の
〈
新
年
〉
な
ど

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
月
の
楽
会
初
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
も
し
れ
な

い
。5   3   13   1

の
裏
面
に
は
、
演
奏
者
と
し
て
、
笙
：
伊
藤
祐
昌
、

小
林
祥
韵
、
篳
篥
：
伊
藤
祐
之
、
恒
川
重
壽
、
笛
：
吉
田
尚
政
、
吉

田
種
彦
の
名
が
あ
る
。

　

楽
会
目
録
の5   3   13   4   4

に
は
、〈
祝
歌
糸
竹
〉〈
祝
歌
桃
柳
〉

と
い
う
曲
名
が
見
ら
れ
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
恒
川
重
壽
の
結
婚
祝

い
の
「
む
つ
ま
じ
く　

た
ち
な
ら
び
た
る　

ま
つ
た
け
の　

き
み

が
ち
と
せ
は　

い
ろ
に
こ
そ
み
れ
」（5   3   13   4   3

）
と
い
う
楽
譜

が
、
こ
の
〈
糸
竹
〉
か
〈
桃
柳
〉
の
ど
ち
ら
か
に
当
た
る
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
楽
会
目
録
は
重
壽
の
結
婚
祝
い
の
演
奏
会
（
明

治
三
四
年
三
月
一
七
日
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
点
、
演
奏
会
目
録
を
紹
介
す
る
。「
追
悼
音
楽
大
会
演
奏

順
序　

附
楽
曲
略
説
」（5   2   31

）
は
、
恒
川
鐐
之
助
重
光
が
、
父

の
重
富
の
追
悼
の
た
め
に
催
し
た
演
奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

（
印
刷
版
）。
重
富
は
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
年
に
亡
く
な
っ
た
が
、

目
録
は
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
一
一
日
の
年
記
が
あ
り
、

追
悼
演
奏
会
は
、
重
富
の
死
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
催
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
演
奏
曲
目
は
、
鐐
之
助
重
光
が
、
音
楽
取
調
掛
で
洋
楽

を
伝
習
し
た
こ
と
か
ら
、左
記
の
ご
と
く
和
洋
折
衷
に
な
っ
て
い
る
。

演
奏
者
も
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
重
光
と
重
壽
の
担
当
を
抜
き
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出
し
て
み
よ
う
。

　
〈
君
が
代
〉
歌
：
重
光
、
重
壽
ほ
か
、
雅
楽
器
伴
奏

　
〈
春
楊
柳
〉
古
典
雅
楽
（
唐
楽
）（
琵
琶
：
重
光
、
箏
：
重
壽
）

　
〈
菜
蕗
〉
古
典
箏
曲

　
〈
舞
踏
の
曲
〉
オ
ル
ガ
ン
独
奏

　
〈
朝
日
の
御
籏
〉
帝
国
唱
歌
、女
声
唱
、オ
ル
ガ
ン
、バ
イ
オ
リ
ン
（
鐐
之
助
）

　
〈
林
歌
〉
古
典
雅
楽
（
唐
楽
）（
鞨
鼓
：
重
壽
、
篳
篥
：
重
光
）

　
〈
遊
戯
唱
歌
〉
二
曲
、
幼
稚
園
生
徒
、
オ
ル
ガ
ン

　
〈
少
女
〉
保
育
唱
歌
、
歌
、
雅
楽
器
伴
奏
（
琵
琶
：
重
光
）

　
〈
空
蝉
〉
保
育
唱
歌
、
同
右

　
〈
四
季
曲
〉
古
典
箏
曲

　
〈
春
過
〉
古
典
雅
楽
（
朗
詠
）（
発
声
：
重
光
）

　
〈
露
の
光
〉
保
育
唱
歌
、
歌
、
雅
楽
器
伴
奏
（
歌
：
重
壽
、
篳
篥

：
重
光
）

　
〈
舞
踏
の
曲
〉
オ
ル
ガ
ン
、
バ
イ
オ
リ
ン

　
〈
寧
楽
の
都
〉
小
学
唱
歌
、
女
声
唱
、
オ
ル
ガ
ン
、
バ
イ
オ
リ
ン
（
鐐
之
助
）

　
〈
隅
田
川
〉
保
育
唱
歌
、
歌
、
雅
楽
器
伴
奏
（
琵
琶
：
重
光
）

　
〈
越
天
楽
〉
古
典
雅
楽
（
唐
楽
）（
琵
琶
：
重
壽
、
篳
篥
：
重
光
）

　
〈
玉
鬘
曲
〉
古
典
箏
曲

　
〈
蘇
莫
者
〉
古
典
雅
楽
（
唐
楽
）（
箏
：
重
光
、
篳
篥
：
重
壽
）

　
〈
学
び
の
ゆ
き
か
ひ
〉
保
育
唱
歌
、歌
、雅
楽
器
伴
奏
（
琵
琶
：
重
光
、

篳
篥
：
重
壽
）

　
〈
蘭
陵
王
〉
古
典
雅
楽
（
唐
楽
）（
篳
篥
：
重
壽
、
大
篳
篥
：
重
光
）

　
〈
進
行
曲
〉
二
曲
、
オ
ル
ガ
ン
独
奏
（
鐐
之
助
）

　
〈
松
の
梢
〉
帝
国
唱
歌
、
女
声
唱
、
オ
ル
ガ
ン
・
バ
イ
オ
リ
ン
（
鐐

之
助
）

　
〈
更
衣
〉
古
典
雅
楽
（
催
馬
楽
）（
歌
：
重
光
、
篳
篥
：
重
壽
）

　
〈
六
段
〉
箏
曲
、
バ
イ
オ
リ
ン
（
鐐
之
助
）

　
〈
早
甘
州
〉
古
典
雅
楽
（
唐
楽
）（
篳
篥
：
重
光
、
重
壽
）

　

重
光
と
重
壽
は
、
雅
楽
唐
楽
を
演
奏
し
た
り
催
馬
楽
、
朗
詠
、
唱

歌
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
が
、
重
光
は
雅
楽
以
外
に
、
オ
ル
ガ
ン
、
バ

イ
オ
リ
ン
も
演
奏
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
重
光
は
洋
楽
を

演
奏
す
る
時
は
「
鐐
之
助
」、
雅
楽
を
演
奏
す
る
時
は
「
重
光
」
の

名
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
し
て
い
る
。

【
舞
楽
目
録
】

　

高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
舞
楽
目
録
は
、
横
長
の
厚
め
の
紙
に
墨

で
書
か
れ
た
目
録
と
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
、
次
の

四
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
年
記
が
な
く
、
ま
た
、
上
演
場
所
、
行

事
名
、
演
奏
者
名
な
ど
も
無
い
が
、
曲
目
の
比
較
か
ら
、
明
治
二
八
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（
一
八
九
五
）
年
以
降
、
熱
田
神
宮
で
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
の
目
録
と

思
わ
れ
る 
  17

。

舞
楽
目
録　

萬
歳
楽
、
延
喜
楽
、
安
摩
・
二
之
舞
、
曽
利
古
、
羅
陵

王
、
納
曽
利
（
付
・
長
慶
子
）（30   140   1

）

舞
楽
目
録　

賀
天
、
地
久
、
五
常
楽
、
長
保
楽
、
還
城
楽
、
抜
頭
（
付

・
長
慶
子
）（30   140   2

）

舞
楽
目
録　

桃
季
花
、
綾
切
、
太
平
楽
、
陪
臚
、
羅
陵
王
、
落
蹲
（
付

・
長
慶
子
）（30   141   1
）

舞
楽
目
録　

承
和
楽
、
仁
和
楽
、
喜
春
楽
、
敷
手
、
抜
頭
、
還
城
楽

（
付
・
長
慶
子
）（30   141   3
）

　

右
の
演
目
を
熱
田
舞
楽
の
明
治
二
八
年
〜
三
七
年
の
番
組
（
表

三
）
と
比
べ
る
と
、30   140   1

は
明
治
三
三
ま
た
は
四
三
年
、

30   140   2

は
明
治
三
四
ま
た
は
四
四
年
、30   141   1

は
明
治
三
○

ま
た
は
四
○
年
、30   141   3

は
明
治
三
二
ま
た
は
四
二
年
の
番
組

と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
印
刷
版
の
熱
田

神
宮
の
舞
楽
目
録
の
明
治
四
一
年
、
四
二
年
、
四
五
年
分
が
あ
る

（6   2   23   1

、6   2   23   2

、6   2   23   3

）。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
演

奏
者
ま
で
詳
細
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
四
は
、
こ
の
三
年
分
を
整

理
し
た
表
で
あ
る
。
四
一
年
、
四
二
年
の
演
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
一

年
、
三
二
年
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
四
五
年
の
番
組
は
、〈
蘇

志
摩
利
〉
を
除
い
て
、
三
五
年
の
演
目
と
一
致
す
る
。

　

伊
藤
祐
昌
、
恒
川
重
壽
、
吉
田
種
彦
の
三
人
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
末

尾
の
楽
器
分
担
欄
で
、
そ
れ
ぞ
れ
笙
、
篳
篥
、
笛
の
筆
頭
に
名
を
連

ね
て
い
る
。
表
四
の
右
端
に
は
、
祐
昌
、
重
壽
、
種
彦
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
取
り
出
し
て
一
覧
に
し
て
付
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、祐
昌
、

種
彦
氏
は
、
管
楽
器
の
音
頭
（
主
奏
者
）
ま
た
は
打
楽
器
を
受
け
持

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
重
壽
は
篳
篥
音
頭
、
打
楽
器
に
加
え
、
舞
も

舞
っ
て
い
る
。
特
に
、〈
散
手
〉〈
抜
頭
〉〈
胡
飲
酒
〉〈
羅
陵
王
〉
な

ど
の
一
人
舞
で
の
活
躍
が
著
し
い
。

　

な
お
、
前
述
の
通
り
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
舞
楽
写
真
は
、

演
目
か
ら
、
明
治
四
五
年
の
熱
田
舞
楽
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
中
の

〈
陵
王
〉
と
〈
胡
飲
酒
〉
は
重
壽
が
舞
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
図
七
、

九
）。
ま
た
、〈
陵
王
〉
の
舞
人
の
左
の
後
方
、
左
方
鼂
太
鼓
を
打
つ

楽
人
の
顔
が
辛
う
じ
て
見
え
る
が
、
配
役
表
に
よ
れ
ば
種
彦
氏
で
あ

る
（
図
七
）。

　

以
上
が
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
次
に
、

名
古
屋
に
お
け
る
雅
楽
伝
承
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
名
古
屋
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に
お
け
る
明
治
以
降
の
雅
楽
の
動
向
と
、
種
彦
氏
ら
雅
楽
愛
好
家
が

果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

   三
、
名
古
屋
の
雅
楽
の
伝
統

三
　
一
、
熱
田
神
宮
の
雅
楽

　

名
古
屋
で
最
も
古
く
か
ら
雅
楽
が
行
わ
れ
て
来
た
場
所
の
一
つ

は
、
熱
田
神
宮
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
同
神
宮
に
は
、
平
安
、
鎌
倉
期

に
遡
る〈
陵
王
〉〈
抜
頭
〉〈
八
仙
〉〈
二
之
舞
〉〈
貴
徳
〉〈
納
蘇
利
〉〈
還

城
楽
〉
な
ど
の
舞
楽
面
の
名
品
が
伝
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
尾
張
浜

主 

  18

や
藤
原
師
長 

  19

な
ど
、
尾
張
と
縁
の
あ
る
楽
人
、
貴
族
の
逸

話
も
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
か
ら
儀
式
の
中
で
舞
楽
の
伝

統
を
維
持
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
熱
田
神
宮
だ
が
、
江
戸
時
代
初

期
に
は
舞
楽
は
衰
退
し
て
い
た
ら
し
い
。
熱
田
神
宮
の
大
宮
司
・
千

秋
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 「
熱
田
大
宮
司
千
秋
季
治[

季
壽]

書
付
控
」
よ
り

一
、
往
古
神
事
之
節
、
舞
楽
音
楽
式
正
ニ
而
、
年
中
数
度
御
座
候

へ
共
、
近
代
断
絶
之
処
、
一
両
年
以
前
ニ
再
興
仕
、
楽
器
・
装
束

等
拵
、
式
正
ニ
取
立
申
候
、
尤
楽
人
拾
三
軒
、
社
家
之
内
ニ
古
来

ゟ
御
座
候
而
、
其
形
計
毎
年
相
勤
来
候
得
共
、
舞
楽
領
一
円
無
御

座
、
夫
故
断
絶
仕
候
間
、
向
後
ハ
、
楽
人
拾
三
人
之
者
共
ニ
、
為

料
米
神
領
金
之
内
、
毎
年
百
匁
程
宛
料
を
付
、
其
外
楽
器
装
束
修

復
入
用
等
ニ
仕
度
事

元
禄
十
四
（
一
七
○
一
）
年
六
月
十
八
日　

千
秋
治
部
大
輔
（
季
治
）   20 

 （
要
約
）

往
古
の
神
事
の
折
に
は
、
舞
楽
音
楽
を
年
に
数
度
、
正
し
く
演
じ

て
き
た
が
、
近
代
に
断
絶
し
た
。
一
両
年
前
に
、
楽
器
、
装
束
な

ど
を
調
え
、儀
式
を
復
興
し
た
。
楽
人
の
家
は
古
来
よ
り
一
三
軒
、

社
内
に
あ
り
、
形
ば
か
り
毎
年
勤
め
て
き
た
が
、
そ
の
維
持
に
充

て
る
舞
楽
領
が
無
か
っ
た
た
め
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
、

楽
人
一
三
人
に
、
神
領
金
の
う
ち
毎
年
百
匁
程
を
あ
て
が
い
、
そ

の
他
、
楽
器
、
装
束
の
修
理
な
ど
も
手
当
て
し
た
い
。

　

ま
た
、『
名
古
屋
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
尾
張
藩
主
・
徳
川
綱
誠

（
一
六
五
二
〜
一
六
九
九
）
も
装
束
を
新
調
す
る
な
ど
し
て
舞
楽
復

興
に
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
（
五
二
頁
）。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
元

禄
の
末
頃
に
熱
田
の
舞
楽
は
復
興
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
熱
田
の
「
楽
人
十
三
軒
」
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不

明
だ
が
、『
名
古
屋
市
史
』
に
は
、
延
宝
八
（
一
六
八
○
）
年
と
享
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保
七
（
一
七
二
二
）
年
の
熱
田
社
の
舞
楽
奉
仕
の
楽
人
名
と
し
て
、

若
山
、
粟
田
、
磯
部
、
鏡
味
、
大
原 

  21

、
林
な
ど
の
家
を
載
せ
て

い
る
。
千
秋
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
家
は
、
い
ず
れ
も
熱
田

社
の
「
中
﨟
」
に
属
す
る
社
人
で
あ
っ
た 

  22

。
林
家
に
つ
い
て
は
、

幕
末
の
禁
裏
楽
人
・
東
儀
文
均
の
日
記
に
出
て
く
る
熱
田
の
「
林
政

紀
（
正
木
）
大
夫
」
も
、
こ
の
中
﨟
の
林
家
の
人
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
人
は
、『
名
古
屋
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
四

年
に
罷
免
と
な
っ
た
と
い
う
（
五
三
頁
）。

三
　
二
、
東
照
宮
の
雅
楽

　

東
照
宮
は
、
徳
川
幕
府
の
祖
・
家
康
を
祀
っ
た
神
社
で
あ
る
。
名

古
屋
の
東
照
宮
は
、
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
創
建
さ
れ
た
（
名

古
屋
東
照
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。
毎
年
、
四
月
十
六
日
の
祭
礼
で
舞

楽
が
行
わ
れ
た
。『
名
古
屋
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
演
目
は
、
平
舞
と

走
舞
そ
れ
ぞ
れ
一
番
ず
つ
、
計
二
番
（
四
曲
）
が
江
戸
時
代
の
標
準

的
な
番
組
で
あ
っ
た
（
六
一
〜
六
四
頁
）。

　

尾
張
藩
で
は
、
一
七
世
紀
中
頃
か
ら
藩
士
の
幾
人
か
を
お
抱
え
楽

人
と
し
て
扶
持
を
与
え
て
い
た
。
東
照
宮
の
祭
祀
や
城
中
で
の
奏

楽
、
舞
御
覧
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
〈
陵
王
〉
と
〈
貴
徳
〉

を
舞
っ
た
者
に
は
一
石
が
加
禄
さ
れ
た
（『
名
古
屋
市
史
』
風
俗
編
、

六
八
〜
七
○
頁
）。
尾
張
藩
士
の
記
録
『
稿
本
藩
士
名
寄
』『
名
古
屋

藩
士
家
譜
』『
士
林
洄
泝
』   23

に
よ
る
と
、「
楽
人
」
と
し
て
勤
仕
し

た
家
に
、
安
井
、
遠
島
（
森
川
）、
岡
村
、
古
瀬
、
恒
川
、
佐
藤
、

細
野
、
山
口
、
山
崎
、
渡
邊
、
小
寺
、
小
森
（
深
尾
）、
松
本
、
水
野
、

日
比
野
、
吉
川
（
榊
原
）
な
ど
の
家
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
家
は
、

江
戸
初
期
だ
け
に
登
場
す
る
家
、反
対
に
江
戸
後
期
に
登
場
す
る
家
、

江
戸
期
を
通
じ
登
場
す
る
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
藩
側
の
記
録

は
断
片
的
で
、
こ
こ
か
ら
、
各
家
の
系
図
を
構
築
す
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
。
一
方
、『
名
古
屋
市
史
』
で
は
、
楽
人
の
家
に
伝
わ
っ
た

資
料
を
も
と
に
、
恒
川
家
と
吉
川
家
に
つ
い
て
、
系
統
を
た
ど
っ
て

記
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
禁
裏
楽
人
の
誰
に
伝
授
を
受
け
た
か
も

記
し
て
い
る
（
八
○
〜
八
三
頁
）。
こ
こ
で
は
、楽
人
の
中
で
〈
陵
王
〉

や
〈
貴
徳
〉
を
舞
っ
て
加
禄
を
受
け
た
者
の
記
録
を
採
り
上
げ
、
楽

人
の
扶
持
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
、藩
の
記
録
で
見
て
み
よ
う
。

　

恒
川
家
の
記
録
は
、
寛
政
の
頃
か
ら
藩
の
記
録
に
現
れ
る
。『
稿

本
藩
士
名
寄
』
に
よ
れ
ば
、
恒
川
弥
四
郎
（
重
吉
、
の
ち
章
房
）   24

は
次
の
よ
う
な
経
歴
で
あ
っ
た
。

一　

寛
政
十
午
九
月
廿
八
日　

父
平
太
夫
儀
病
気
依
願
御
引
替

　
　

楽
人
被
召
抱
御
切
符
金
五
両
御
扶
持
三
人
分
被
下
置
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一　

文
政
二
卯
十
一
月
十
七
日　

以
来
陵
王
舞
可
相
勤
候　

依

之
御
加
金
壱
両
被
下
之

一　

同
四
巳
三
月
十
四
日　

御
加
金
弐
両
被
下
置

一　

同
七
申
六
月
廿
九
日　

藝
道
宜
仕
候
付
楽
人
組
頭
格
被
仰

付
御
切
米
九
石
ニ
被
成
下　

勤
方
之
儀
ハ
是
迄
之
通
可
心
得
候

一　

同
九
戌
九
月
十
六
日　

願
之
通
陵
王
舞
御
免
被
成
下

一　

天
保
五
午
三
月
朔
日　

楽
人
組
頭
被
仰
付　

御
加
増
米
壱

石
被
下
置

一　

同
六
未
十
二
月
廿
日　

病
死

　

寛
政
一
○
（
一
七
九
八
）
年
に
、
父
・
平
太
夫
の
跡
を
つ
い
で
楽

人
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
時
は
「
御
切
符
金
五
両
御
扶
持
三
人
分
」
で

あ
っ
た
。
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
〈
陵
王
〉
を
勤
め
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
一
両
が
加
金
さ
れ
た
。
同
四
年
に
二
両
の
加
金
と
な

り
、
同
七
年
に
は
「
楽
人
組
頭
格
」（
傍
線
、
寺
内
）
に
仰
せ
付
け

ら
れ
、
御
切
米
九
石
も
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
保

五
（
一
八
三
四
）
年
に
「
楽
人
組
頭
」
に
な
り
、一
石
が
加
増
さ
れ
た
。

　

弥
四
郎
の
息
子
・
恒
川
兼
蔵
（
の
ち
に
弥
兵
衛
）
も
、
似
た
よ
う

な
経
歴
で
あ
る
。
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
に
ま
ず
「
楽
人
並
」
で

召
し
抱
え
と
な
り
、「
御
切
符
金
五
両
御
扶
持
弐
人
分
」
が
下
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
一
三
年
に
「
楽
人
本
役
」
を
仰
せ
付
か
り
、

一
人
分
が
御
加
扶
持
と
な
っ
た
。
弥
四
郎
が
い
き
な
り
「
楽
人
（
本

役
）」
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
兼
蔵
は
「
楽
人
並
」
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
他
家
の
楽
人
で
も
「
並
」
か
ら
始
ま
る
者
は
多
い
。
弘

化
二（
一
八
四
五
）年
に
二
両
加
金
、嘉
永
二（
一
八
四
九
）年
に〈
陵

王
〉
舞
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
一
両
加
金
、安
政
二
（
一
八
五
五
）

年
に
は
「
御
切
米
九
石
御
扶
持
三
人
分
」
と
な
っ
た
。
文
久
二

（
一
八
六
二
）
年
に
は
「
家
名
永
続
」
と
な
り
、
以
来
「
世
禄
御
切

米
五
石
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
没
。
い
ず
れ
の
場
合
も
し
か
し
、
楽
人
の
俸
給
は
か
な
り
「
さ
さ

や
か
」
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

恒
川
家
は
、
兼
蔵
（
弥
兵
衛
）
の
息
子
・
弥
太
郎
（
重
富
）
の

時
に
維
新
を
迎
え
た
。
弥
太
郎
は
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
か
ら

「
楽
人
見
習
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
父
の
死
を
受
け
て
、
慶
応
四

（
一
八
六
八
）
年
二
月
に
跡
目
相
続
を
し
、「
御
切
米
五
石
」
と
加

え
て
、「
御
足
米
三
石
四
斗
」
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治

二
（
一
八
六
九
）
年
に
は
「
楽
人
組
頭
」
と
な
る
が
、
同
年
一
○
月

二
六
日
に
、
他
の
多
く
の
楽
人
と
同
様
、「
番
兵
三
等
兵
隊
」
を
申

し
付
け
ら
れ
、
事
実
上
、
楽
人
を
解
任
さ
れ
た
。

　

 

『
名
古
屋
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
旧
来
の
楽
人
制
度
で
東
照
宮
の
最
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後
の
舞
楽
上
演
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
の
こ
と

で
、
山
崎
百
々
佐
、
吉
川
新
蔵
、
吉
川
八
蔵
、
日
比
野
伊
三
郎
、
日

比
野
太
三
郎
、
日
比
野
京
左
衛
門
、
日
比
野
清
之
丞
、
佐
藤
慶
次
郎
、

佐
藤
左
太
七
、
恒
川
弥
太
郎
ら
が
参
加
し
た
。
演
目
は
、〈
振
鉾
〉

に
続
き
、〈
甘
州
〉〈
登
殿
楽
〉〈
散
手
〉〈
貴
徳
〉で
あ
っ
た（
六
四
頁
）。

三
　
三
、
浄
土
真
宗
僧
侶
の
奏
楽

　

こ
の
他
、
名
古
屋
で
は
、
寺
院
の
僧
侶
で
雅
楽
を
行
う
者
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
前
出
、
東
儀
文
均
の
日
記
で
は
、
文
均
が
名
古
屋
に

出
張
し
た
際
に
教
え
を
受
け
た
寺
（
の
住
持
）
と
し
て
、
覚
正
寺
、

理
相
寺
、
常
瑞
寺
、
安
浄
寺
、
浄
信
寺
な
ど
が
出
て
く
る
。
い
ず
れ

も
浄
土
真
宗
の
寺
で
あ
る  
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。
こ
の
う
ち
、
浄
信
寺
の
住
侶
・
羽

塚
慈
明
（
秋
楽
）（
一
八
一
三
〜
一
八
八
七
）
は
熱
心
に
楽
道
に
い

そ
し
み
、
弟
子
多
数
に
及
ん
だ
人
物
と
し
て
名
高
く 
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、
慈
明
の

弟
・
黒
田
慈
住
（
安
浄
寺
）、
慈
明
の
二
男
・
羽
塚
慈
円
（
守
綱
寺
）、

慈
円
の
子
・
羽
塚
啓
明
（
守
綱
寺
）、
啓
明
の
弟
・
羽
塚
堅
子
（
魚

山
寺
）
も
い
ず
れ
も
楽
道
に
通
じ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
羽
塚
啓
明

（
一
八
八
○
〜
一
九
四
五
）
は
『
日
本
古
典
全
集
』
の
『
楽
家
録
』

の
校
訂
や
『
日
本
楽
道
叢
書
』
の
編
纂
を
行
っ
た
雅
楽
研
究
者
、
羽

塚
堅
子
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
五
）
は
声
明
研
究
者
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
真
宗
系
の
僧
侶
た
ち
は
、
幕
末
か
ら
禁
裏
楽
人
に
雅
楽
の
指
導

を
直
接
に
仰
ぎ
、
明
治
期
に
廃
れ
た
名
古
屋
圏
の
舞
楽
伝
承
の
復
興

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
。

　
四
、
明
治
時
代
の
雅
楽
復
興

四
　
一
、
熱
田
神
宮
と
東
照
宮
の
雅
楽
復
興

　

明
治
維
新
は
、
旧
武
家
社
会
の
崩
壊
を
導
い
た
だ
け
で
な
く
、
全

国
の
神
社
組
織
に
も
大
き
な
変
革
を
与
え
た
。
熱
田
神
宮
や
東
照
宮

で
楽
人
の
勤
め
を
果
た
し
て
き
た
楽
人
も
、多
く
は
雅
楽
を
離
れ
た
。

『
名
古
屋
市
史
』
は
明
治
六
年
に
、
旧
東
照
宮
楽
人
、
恒
川
弥
太
郎
、

岡
村
鍵
太
郎
（
清
根
）
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
東
照
宮
で
舞
楽

会
が
行
わ
れ
た
こ
と
（
六
四
〜
六
五
頁
）、
熱
田
神
宮
で
も
明
治
七
、

八
年
に
旧
楽
人
の
林
千
尋
、
大
原
豊
道
、
林
喬
重
、
松
岡
大
作
ら
が

舞
楽
を
奏
し
た
こ
と
（
五
四
頁
）
を
伝
え
る
が
、
恒
常
的
な
も
の
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
浄
信
寺
の
羽
塚
秋
楽
、
慈
音
父
子
が
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
雅
楽
団
体
「
鶯
鳴
社
」
を
創
設
し
、
さ
ら
に
明
治

一
四
（
一
八
八
一
）
年　

恒
川
弥
太
郎
、
岡
村
清
根
ら
も
加
わ
っ
た

頌
聲
社
が
東
照
宮
に
作
ら
れ
た
。
東
照
宮
で
は
さ
ら
に
、
明
治
二
三

（
一
八
九
○
）
年
に
「
東
照
宮
雅
楽
部
」
が
創
設
さ
れ
た
。
恐
ら
く
、
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明
治
一
○
年
代
の
終
わ
り
か
二
○
年
代
に
入
り
、
神
社
の
行
事
が
整

い
、
演
奏
で
き
る
人
材
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
名
古
屋
市
史
』
は
、
東
照
宮
舞
楽
は
明
治
二
八
年
か
ら
の
五
年
間

が
も
っ
と
も
盛
時
だ
っ
た
と
伝
え
る
（
六
六
頁
）。
ち
な
み
に
、
明

治
二
八
年
の
東
照
宮
舞
楽
は
次
の
よ
う
な
演
目
と
配
役
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
の
東
照
宮
舞
楽

（
▲
＝
僧
侶
、　　

＝
旧
東
照
宮
楽
人
）

　

振
鉾　

澤
田
利
貞　

伊
藤
忠
成

太
鼓　

小
林
祥
韵
／
鉦
鼓
▲
羽
塚
広
道
／
笛　

今
井
正
吉　

加
藤

義
保

央
宮
楽　

佐
藤
好
文　

伊
藤
忠
成　

斉
藤
挙
帆　

樋
口
広
之

　

鞨
鼓
▲
羽
塚
慈
円
／
太
鼓　

小
林
祥
韵
／
鉦
鼓　

羽
塚
広
道

　

笙　
　

池
山
信
則
／
篳
篥　

恒
川
重
壽
／
笛　

加
藤
義
保

仁
和
楽　

澤
田
利
貞　

斉
藤
挙
帆　

栗
原
兼
勝　

浅
井
金
洲

　

三
鼓　

吉
田
尚
政
／
太
鼓　

伊
藤
忠
成
／
鉦
鼓　

加
藤
保
忠

　

篳
篥
▲
羽
塚
慈
円
／
笛　

今
井
正
吉

安
摩　
　

吉
田
尚
政　

小
林
祥
韵

二
ノ
舞　

樋
口
慶
之　

伊
藤
忠
成

　

鞨
鼓
▲
羽
塚
慈
円
／
太
鼓　

恒
川
重
壽
／
鉦
鼓　

今
井
長
次

　

笙　

▲
羽
塚
啓
明
／
篳
篥　

斉
藤
挙
帆
／
笛　

加
藤
義
保

蘇
利
古
（
演
者
、
以
下
省
略
）

還
城
楽
、
抜
頭
、
喜
春
楽
、
志
岐
手
、
陵
王
、
落
蹲
、
長
慶
子

（『
名
古
屋
市
史
』
風
俗
編
、
六
七
〜
六
八
頁
、
傍
線
、
▲
な
ど
は
寺
内
補
）

　

演
奏
者
の
中
に
、
恒
川
、
加
藤
な
ど
の
旧
東
照
宮
楽
人
が
見
え
る

の
は
当
然
と
し
て
、
羽
塚
家
の
数
人
や
、
伊
藤
忠
成
、
小
林
祥
韵
な

ど
の
一
般
愛
好
家
（
後
述
）
の
名
前
が
見
え
る
。
ま
た
、
次
に
引
用

す
る
の
は
、
明
治
四
五
年
の
熱
田
神
宮
舞
楽
で
あ
る
。
こ
の
舞
楽
会

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
舞
楽
目
録
と
し

て
表
四
で
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
演
奏
者
の
出
身
に
注
記
を
加

え
よ
う
。

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
の
熱
田
神
宮
舞
楽

（ 

＝
旧
熱
田
楽
人
、　　

＝
旧
東
照
宮
楽
人
）

振
鉾　

桃
李
花　

登
天
楽　

蘇
志
摩
利　

胡
飲
酒　

林
歌　

羅
陵

王　

納
曽
利　

長
慶
子

（
舞
人
名
省
略
）

鳳
笙　

伊
藤
祐
昌　

粟
田
美
稲　

中
西
政
嘉　

吉
川
弘
道

　
　
　

大
原
為
穂　
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篳
篥　

恒
川
重
壽　

近
藤
有
忠　

栗
原
兼
勝　

浅
野
時
一

　
　
　

大
原
武
次　

長
岡
由
美
若

龍
笛　

吉
田
種
彦　

辰
巳
守　

粟
田
研
吉　

大
原
雅
道

　
　
　

松
岡
茂
蔭　

栗
田
米
丸　

安
達
平
吉　
　
　

　

粟
田
、
大
原
、
松
岡
、
長
岡
な
ど
旧
熱
田
神
宮
楽
人
と
思
わ
れ
る

人
々
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
伊
藤
祐
昌
、
吉
田
種
彦
の
よ
う

な
愛
好
家
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
恒
川
重
壽
と
吉
川
弘
道
は
旧

東
照
宮
の
楽
人
だ
が
、
熱
田
神
宮
の
舞
楽
に
参
加
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
旧
来
の
楽
人
制
度
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
熱
田
神
宮
か
東

照
宮
か
、
専
門
の
楽
人
か
素
人
愛
好
家
か
、
等
の
区
別
は
消
滅
し
、

同
好
の
志
の
雅
楽
団
体
が
成
立
し
、
出
演
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
で

も
赴
い
て
舞
楽
を
演
奏
し
た
と
い
う
状
況
が
見
て
と
れ
る 
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。

四
　
二
、
多
彩
な
舞
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー

　

さ
て
、
こ
こ
で
、
復
興
さ
れ
た
熱
田
神
宮
の
舞
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
の
多
さ
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
す
で
に
表
三
で
示
し
た
明
治
二
八

〜
三
七
年
ま
で
の
曲
目
を
左
方
、
右
方
、
平
舞
、
走
舞
に
分
け
て
並

べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 【
左
方
平
舞
】［
壱
越
調
］
承
和
楽
、
賀
殿
、
安
摩
・
二
舞
／
［
平
調
］

萬
歳
楽
、
五
常
楽
、
甘
州
、
裹
頭
楽
／
［
双
調
］
春
庭
花
／
［
黄
鐘

調
］
桃
李
花
、
喜
春
楽
、
央
宮
楽
／
［
太
食
調
］
太
平
楽
、
打
球
楽

 【
左
方
走
舞
】［
壱
越
調
］
陵
王
、胡
飲
酒
／
［
太
食
調
］
散
手
、抜
頭
、

還
城
楽

 【
右
方
平
舞
】［
高
麗
壱
越
調
］
延
喜
楽
、
狛
桙
、
仁
和
楽
、
志
岐
手
、

蘇
利
古
、
長
保
楽
、
新
靺
鞨
、
綾
切
、
古
鳥
蘇
／
［
高
麗
平
調
］
林

歌
／
［
高
麗
双
調
］
地
久
、
登
天
楽
、
白
浜

 

【
右
方
走
舞
】［
高
麗
壱
越
調
］
納
曽
利
（
落
蹲
）  28

、
貴
徳
／
［
平

調
］
陪
臚
／
［
太
食
調
］
抜
頭
、
還
城
楽

　

左
舞
は
合
計
一
八
曲
で
、
宮
内
省
撰
定
の
左
方
の
舞
楽
の
う
ち
、

壱
越
調
の
〈
北
庭
楽
〉
と
盤
渉
調
の
五
曲
を
除
い
た
す
べ
て
の
楽
曲

を
網
羅
し
て
い
る
。
盤
渉
調
に
は
〈
輪
台
・
青
海
波
〉
や
〈
蘇
莫
者
〉

な
ど
名
曲
が
多
い
が
、
一
曲
も
選
ば
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
高
麗
楽

伴
奏
の
右
舞
は
、
高
麗
平
調
、
高
麗
双
調
と
も
元
来
曲
数
が
少
な
い

の
で
宮
内
省
撰
定
曲
の
す
べ
て
、
高
麗
壱
越
調
の
楽
曲
は
、
宮
内
省

撰
定
の
う
ち
約
半
分
の
一
一
曲
が
選
ば
れ
て
い
る
。唐
楽
伴
奏
の〈
抜

頭
〉〈
還
城
楽
〉〈
陪
臚
〉
は
左
方
の
場
合
は
六
拍
子
、
右
方
の
場
合

は
五
拍
子
で
演
奏
さ
れ
る
。
楽
曲
の
調
子
の
点
か
ら
言
う
と
、
唐
楽
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盤
渉
調
を
除
く
す
べ
て
の
調
子
の
舞
楽
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
曲
目
を
装
束
（
含
、
面
）
の
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。
い

く
つ
か
の
舞
楽
で
共
用
さ
れ
る
「
襲か

さ
ね
装
束
」「
蛮ば
ん

絵え

装
束
」
と
、
特

定
の
舞
楽
に
固
有
の
「
別
装
束
」
に
分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 【
左
方
襲
装
束
】
承
和
楽
、
賀
殿
、
萬
歳
楽
、
甘
州
、
裹
頭
楽
／
［
面

あ
り
］
安
摩
・
二
舞

 【
左
方
蛮
絵
装
束
】
五
常
楽
、
春
庭
花
、
桃
李
花
、
喜
春
楽
、
央
宮
楽

 【
左
方
別
装
束
】
太
平
楽
、
打
球
楽
／
［
面
あ
り
］
陵
王
、
胡
飲
酒
、

散
手
、
抜
頭
、
還
城
楽

 

【
右
方
襲
装
束
】
古
鳥
蘇
、
延
喜
楽
、
仁
和
楽
、
蘇
志
摩
利
／
［
面

あ
り
］
蘇
利
古
、
綾
切
、
地
久

 【
左
方
蛮
絵
装
束
】
志
岐
手
、
長
保
楽
、
白
浜
、
登
天
楽

 【
右
方
別
装
束
】
林
歌
、狛
桙
、新
靺
鞨
／
［
面
あ
り
］
納
曽
利
（
落

蹲
）、
貴
徳
、
抜
頭
、
還
城
楽
、
陪
臚

　

襲
装
束
や
蛮
絵
装
束
は
、
音
楽
と
舞
さ
え
習
得
す
れ
ば
、
同
じ
衣

装
で
違
う
演
目
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、多
く
の
場
合
、

襲
や
蛮
絵
の
舞
楽
は
四
人
で
舞
わ
れ
る
の
で
、
四
着
一
セ
ッ
ト
で
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
別
装
束
は
、
面
、
身
に
つ
け

る
衣
、
手
に
持
つ
道
具
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
舞
に
固
有
の
特
別
仕

様
が
あ
る
。〈
陵
王
〉〈
胡
飲
酒
〉〈
散
手
〉〈
抜
頭
〉〈
還
城
楽
〉〈
納

曽
利
〉〈
貴
徳
〉
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
を
異
に
す
る
い
か
め
し
い
面

が
あ
る
。ま
た
、〈
太
平
楽
〉は
完
全
装
備
の
武
人
の
出
で
立
ち
で
、甲
、

鎧
、
鉾
、
楯
、
太
刀
、
胡
簶
等
々
、
舞
楽
中
、
身
に
つ
け
る
部
品
が

最
も
多
い
と
言
わ
れ
る
。〈
安
摩
・
二
舞
〉
は
襲
装
束
だ
が
、
独
特

の
面
が
あ
る
。
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
言
う
と
、
襲
か
蛮
絵

の
舞
楽
を
並
べ
れ
ば
安
上
が
り
に
済
む
こ
と
に
な
る
が
、
一
曲
ず
つ

に
個
性
が
あ
る
別
装
束
の
演
目
が
、
熱
田
と
東
照
宮
の
復
興
舞
楽
で

は
ふ
ん
だ
ん
に
並
ん
で
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
熱
田
神
宮

に
は
、〈
陵
王
〉〈
抜
頭
〉〈
八
仙
〉〈
二
之
舞
〉〈
貴
徳
〉〈
納
蘇
利
〉〈
還

城
楽
〉
な
ど
の
古
面
が
伝
存
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
が
熱
田
で
は
伝
統

的
に
演
じ
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
物
語
る
。
江
戸
時
代
に
尾
張
藩
の
庇

護
を
受
け
、
装
束
が
調
え
ら
れ
て
い
た
と
は
言
え
、
明
治
以
降
も
こ

の
よ
う
な
豪
華
な
装
束
と
面
を
必
要
と
す
る
多
彩
な
演
目
を
演
じ
る

た
め
に
は
、
演
奏
者
の
確
保
に
加
え
、
装
束
の
補
修
や
調
達
に
お
い

て
そ
れ
な
り
の
経
費
が
必
要
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
多
彩
な
舞

楽
の
番
組
は
、
明
治
の
名
古
屋
人
の
舞
楽
復
興
に
か
け
る
意
気
込
み

の
表
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　



43

五
、
素
人
愛
好
家
の
活
動
の
意
味

　

こ
こ
で
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
話
を
戻
す
。
吉
田
種
彦
や

伊
藤
祐
昌
と
い
っ
た
財
界
人
、
文
化
人
が
雅
楽
を
習
得
、
演
奏
し

た
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
種
彦
氏
ら
は
、
本
業

が
別
に
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
も
素
人
の
雅
楽
愛

好
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
裕
福
な
財
力
を
背
景
に
、
宮
内
省
の
楽

師
か
ら
管
楽
器
、
舞
楽
、
東
遊
、
催
馬
楽
・
朗
詠
な
ど
を
習
得
し

た
。
こ
の
よ
う
な
禁
裏
楽
人
と
の
交
流
は
、
す
で
に
先
行
研
究
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
通
り
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
（
西
山　

一
九
八
二
、
南
谷　

二
○
○
五
、
岸
野　

二
○
一
三
、
清
水　

二
○

○
四
）。
京
都
と
も
近
か
っ
た
尾
張
で
は
雅
楽
を
愛
好
す
る
人
が
多

く
、
幕
末
に
は
『
張
藩
習
楽
人
物
志
』（
一
八
○
八
、
加
藤
納
寛
）

と
い
う
文
献
ま
で
編
纂
さ
れ
た
。
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、

種
彦
氏
が
、
唐
楽
、
高
麗
楽
の
四
箇
の
大
曲
や
箏
の
「
輪
説
」
な
ど

奥
義
も
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
奥
義
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
免
許
習
得
上
の
通
過
儀
礼
的
な
意
味
が
大
き
く
、

実
際
の
管
絃
楽
会
や
舞
楽
会
で
は
、
通
常
の
中
小
曲
や
、
神
社
の
祭

礼
で
必
要
な
舞
楽
を
演
奏
し
た
。

　

ま
た
、
小
規
模
な
楽
会
で
は
、
唐
楽
管
絃
と
催
馬
楽
、
朗
詠
な
ど

の
古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
、〈
新
年
〉〈
松
上
鶴
〉
の
よ
う
な

自
ら
が
創
作
し
た
新
作
歌
曲
が
歌
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
種
彦
氏
ら
素

人
愛
好
家
の
雅
楽
演
奏
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
禁
裏
楽
人
と
の
交

流
を
背
景
に
し
た
「
伝
統
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
曲
を
創
作
し
て

楽
し
む
と
い
う
革
新
的
な
行
為
も
含
み
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
種
彦
氏
ら
の
活
動
は
、
財
界
、
文
化
人
サ
ロ
ン
の
私
的
な

楽
し
み
に
留
ま
ら
ず
、
熱
田
神
宮
、
東
照
宮
の
舞
楽
復
興
と
い
う
、

地
域
全
体
の
文
化
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
種
彦
氏
自
身
が
熱
田

舞
楽
に
い
つ
か
ら
出
演
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、少
な
く
と
も
、

明
治
四
○
年
代
の
熱
田
舞
楽
で
は
、
お
も
な
楽
曲
の
龍
笛
、
高
麗
笛

の
音
頭
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
種
彦
氏
は
、大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
、五
○
歳
を
待
た
ず
に
亡
く
な
る
が
、戒
名
「
松
巖
雅
遊
居
士
」
は
、

そ
の
生
涯
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
『
楽
器
図
書
展
覧
目

録
』（37   14

）
を
紹
介
し
て
小
論
を
閉
じ
る
。
こ
の
目
録
は
大
正

一
四
（
一
九
二
五
）
年
、
す
な
わ
ち
種
彦
氏
の
死
後
に
行
わ
れ
た
展

観
の
目
録
な
の
で
、
種
彦
氏
と
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

明
治
か
ら
大
正
期
に
雅
楽
に
関
わ
っ
た
人
々
が
多
く
名
を
連
ね
て
い

て
興
味
深
い
。
こ
の
目
録
か
ら
は
、
近
代
の
名
古
屋
の
雅
楽
の
復
興

を
支
え
た
、
も
う
一
つ
の
側
面
が
見
え
て
く
る
。

　

こ
の
楽
器
図
書
展
は
大
正
一
四
年
九
月
一
二
、一
三
日
に
か
け
て
、
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名
古
屋
市
内
の
「
愛
知
県
商
品
陳
列
所
内
龍
影
閣
」  29

で
行
わ
れ
た
。

展
覧
さ
れ
た
品
は
す
べ
て
雅
楽
に
関
わ
る
も
の
で
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
目
録
に
は
、
全
部
で
三
三
六
点
の
出
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
楽
器
」（
九
八
点
）、「
楽
書
」（
四
九
点
）、「
楽
譜
」（
五
八
点
）、「
絵

図
及
筆
蹟
」（
六
六
点
）、「
舞
楽
用
具
」（
一
四
点
）、「
雑
集
」（
五
一

点
）
の
六
部
門
に
分
け
て
品
々
が
展
示
さ
れ
た
。
出
品
が
抜
き
ん
出

て
多
い
の
は
羽
塚
啓
明
の
八
七
点
で
、
次
い
で
恒
川
重
壽
の
六
四
点

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
は
、
多
く
て
二
○
点
あ
ま
り
で
あ
る
。
伊

藤
祐
昌
は
二
○
点
出
品
し
て
い
る
。
高
麗
屋
か
ら
の
出
品
は
わ
ず
か

二
点
で
、種
彦
氏
の
二
男
武
雄
氏
が
、「
鳳
凰
丸
」
と
い
う
銘
の
笙
と
、

「
観
応
譜
」
と
い
う
楽
譜
を
出
品
し
て
い
る
。「
観
応
譜
」
は
『
註
大

神
龍
笛
要
録
譜
』
の
別
名
で
、
す
で
に
紹
介
し
た
伝
授
奥
書
の
な
い

資
料
【
古
楽
書
、
舞
楽
図
、
備
忘
録
】
中
の
、
木
箱
、
帙
入
の
『
註

大
神
龍
笛
要
録
譜
』
写
本
（
番
号
な
し
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
展
覧
会
目
録
に
は
「
発
起
人
」
と
し
て
伊
藤
忠
成
、

伊
藤
治
斎
、
羽
塚
啓
明
、
吉
川
弘
道
、
田
鍋
惣
七
、
恒
川
重
壽
、
中

西
政
嘉
、
菊
田
束
穂
の
八
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
す

で
に
何
度
も
登
場
し
た
恒
川
重
壽
、
吉
川
弘
道
は
旧
東
照
宮
楽
人
、

羽
塚
啓
明
は
浄
土
真
宗
系
寺
院
の
僧
侶
・
雅
楽
研
究
家
で
あ
る
。
伊

藤
忠
成
、
中
西
政
嘉
は
、
種
彦
氏
ら
と
と
も
に
、
楽
会
や
舞
楽
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
素
人
の
愛
好
家
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
伊
藤
忠
成
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
名
古
屋
の
名
士
を
集
め
た
写

真
入
り
紳
士
録
『
名
古
屋
知
名
人
士
肖
像
一
覧
』
で
は
、「
風
雅
家

之
部
（
歌
家　

徘
徊　

雅
楽　

能
楽　

狂
言　

茶
道　

香
道　

花
道

　

音
楽
）」
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、本
名
は
伊
三
郎
と
い
っ
た
（
二
六

○
頁
）。
同
じ
く
『
名
古
屋
知
名
人
士
肖
像
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
田

鍋
惣
七
は
「
実
業
家
之
部
」
に
入
り
、
西
区
袋
町
五
丁
目
に
店
を
持

つ
和
洋
諸
楽
器
商
で
あ
っ
た
（
一
七
○
頁
）。
菊
田
束
穂
（
金
一
郎
）

は
楽
器
製
作
者
で
、
菊
田
家
は
明
治
二
年
、
菊
田
金
太
夫
の
時
に
熱

田
神
宮
の
社
家
を
廃
業
し
、
楽
器
製
作
に
転
じ
た
家
柄
で
あ
る
（
現

在
も
楽
器
店
営
業
）。

　

発
起
人
の
他
、
多
数
の
出
品
者
が
お
り
、
か
な
ら
ず
し
も
発
起
人

だ
け
が
出
品
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
発
起
人
で
は
な
い
出
品

者
の
一
人
・
小
林
倫
祥
（
祥
韵
）
は
、
や
は
り
種
彦
氏
ら
と
と
も
に

演
奏
会
に
出
て
い
る
愛
好
家
で
あ
っ
た
。
本
業
は
、
西
区
袋
町
で
小

林
楽
器
店
を
営
む
楽
器
商
で
、『
名
古
屋
知
名
人
士
肖
像
一
覧
』
で

は
「
実
業
家
之
部
」
に
入
っ
て
い
る 
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。

　

雅
楽
の
伝
承
を
復
興
、
あ
る
い
は
継
続
す
る
た
め
に
は
、
演
奏
者

の
育
成
と
確
保
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
演
奏
者
に
楽
器
を
提
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供
す
る
楽
器
製
作
者
や
楽
器
商
も
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
こ
の
目
録
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
楽
器
製
作
、
販
売
に
関
わ
る

人
々
も
、
名
古
屋
の
雅
楽
復
興
と
伝
承
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
貢
献

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
楽
譜
や
演
奏
会
記
録
か
ら
は
見

え
な
い
、
物
質
的
な
側
面
に
お
け
る
「
わ
ざ
」
の
育
成
や
継
承
も
ま

た
、
音
楽
の
伝
承
に
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
資
料
は

教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

謝 
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本
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の
執
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当
た
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、
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友
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。
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東
儀
文
均
と
尾
張
・
美
濃
・
三
河
」

『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
、三
八
五
〜
四
○
○
。

清
水
禎
子　

二
○
○
四「
尾
張
に
お
け
る
奏
楽
人
の
活
動
に
つ
い
て
」

『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
』
第
二
篇
、
三
一
六
〜
三
四
四
頁
。

中
村
牧
陽
編　

一
九
一
○
『
名
古
屋
知
名
人
士
肖
像
一
覧
』
中
村
写

真
館
。

西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』（
西
山
松
之
助
著
作
全
集
第
一
巻
）

一
九
八
二
、
吉
川
弘
文
館
。

名
古
屋
市　

一
九
一
五
『
名
古
屋
市
史　

風
俗
編
』
名
古
屋
市
。

名
古
屋
市　

一
九
三
四
『
名
古
屋
市
史　

人
物
編
一
』
名
古
屋
市
。

名
古
屋
市
博
物
館　

二
○
一
三
『
名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
』
名
古
屋

市
博
物
館
。

曲
田
浩
和　

二
○
一
二
「
名
古
屋
油
商
吉
田
家
の
資
料
に
つ
い
て
」

『
愛
知
県
史
研
究
』
一
六
、九
九
〜
一
一
二
。

松
坂
屋
伊
藤
祐
民
伝
刊
行
会　

一
九
五
二
『
伊
藤
祐
民
伝
』
松
坂
屋

伊
藤
祐
民
伝
刊
行
会
。

南
谷
美
保　

二
○
○
五
「
江
戸
時
代
の
雅
楽
愛
好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
〜
東
儀
文
均
の
『
楽
所
日
記
』
嘉
永
六
年
の
記
録
よ
り
見
え
る

も
の
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
四
○
、
二
一
〜
四
三
。
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１　

雅
楽
以
外
の
芸
能
資
料
と
し
て
は
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
能
、
三
味
線
、

箏
の
資
料
が
あ
る
。

２　
（　

）
内
の
番
号
は
、
愛
知
県
県
史
編
さ
ん
室
に
よ
る
整
理
番
号
。
以

下
同
様
。

３　
「
南
呂
」
は
雅
楽
の
音
律
名
で
あ
る
と
同
時
に
月
も
表
し
、八
月
の
こ
と
。

４　

今
日
「
明
治
撰
定
譜
」
と
通
称
さ
れ
る
、
宮
内
省
（
宮
内
庁
）
楽
部
の

標
準
と
す
る
雅
楽
譜
は
、明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
と
二
一
（
一
八
八
八
）

年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
撰
定
が
行
わ
れ
た
。

５　

旧
京
都
方
楽
人
・
多
忠
惟
二
男
。
同
じ
く
京
都
方
楽
人
の
山
井
家
に
入

り
、
龍
笛
を
修
め
る
。

６　

伝
統
的
に
唐
楽
と
高
麗
楽
に
は
四
箇
大
曲
と
さ
れ
る
四
つ
の
重
い
楽
曲

が
あ
る
。
中
世
ま
で
は
〈
皇
帝
〉〈
団
乱
旋
〉〈
春
鶯
囀
〉〈
蘇
合
香
〉
が

唐
楽
の
四
箇
大
曲
と
さ
れ
た
が
、〈
皇
帝
〉〈
団
乱
旋
〉
が
中
世
に
途
絶
え

た
た
め
、
あ
ら
た
に
〈
萬
秋
楽
〉
と
〈
皇
麞
〉
を
加
え
て
明
治
以
降
四
箇

大
曲
と
し
て
い
る
。

７　

旧
天
王
寺
方
の
楽
人
。

８　

旧
南
都
方
楽
人
・
芝
葛
房
四
男
。
も
と
葛
覃
と
称
す
。
辻
家
に
入
る
。

９　
〈
納
序
〉
と
〈
古
弾
〉
は
〈
新
鳥
蘇
〉
の
前
奏
曲
。

10　

資
料5-3-12-1

、5-3-12-2

に
は
「
十
一
月
三
日
」
の
月
日
の
記
載
の
み

あ
る
。
高
麗
屋
の
別
の
資
料
（49-15

）
か
ら
、
種
彦
氏
の
結
婚
は
明
治

三
三
年
一
二
月
頃
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

11　

本
稿
で
は
、
以
下
、『
名
古
屋
市
史　

風
俗
編
』
を
折
に
ふ
れ
用
い
る
。

こ
の
文
献
は
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
発
行
さ
れ
た
。
雅
楽
や
楽
人

に
関
す
る
記
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
一
次
資
料
を
も
と
に

記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
一
次
資
料
は
入
手
が

極
め
て
む
ず
か
し
く
、
こ
の
『
名
古
屋
市
史　

風
俗
編
』
自
体
が
す
で
に

歴
史
的
史
料
価
値
を
有
し
て
い
る
。

12　

後
述
す
る
よ
う
に
、
重
富
の
死
去
（
明
治
二
三
年
）
に
際
し
て
、
重
光

は
盛
大
な
追
悼
演
奏
会
を
開
い
て
い
る
（
明
治
二
七
年
）。
こ
の
時
の
追

悼
演
奏
会
の
目
録
が
高
麗
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
現
存
。
ま
た
、
井
上
さ
つ

き
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
重
光
は
東
京
の
音
楽
取
調
掛
伝
習
生
と
な
り
西

洋
音
楽
を
習
得
。
愛
知
、
和
歌
山
、
三
重
の
尋
常
師
範
学
校
で
教
鞭
を
と

っ
た
（
井
上　

二
○
一
一
）。

13　

重
壽
の
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
明
治
三
四
（
一
九
○
一
）
年
に
結
婚
、

昭
和
一
二
年
ま
で
は
存
命
し
た
こ
と
が
、
高
麗
屋
の
書
類
か
ら
わ
か
る
。

吉
田
種
彦
、
伊
藤
祐
民
ら
と
ほ
ぼ
同
年
代
と
思
わ
れ
、
高
麗
屋
に
残
る
、

重
光
三
回
忌
（
一
九
○
八
年
）
の
資
料
（6-31-2

）
に
は
、重
光
の
「
族
弟
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
重
光
が
西
洋
音
楽
を
修
め
、
地
方
の
学
校
に
赴
い
た

こ
と
か
ら
、
名
古
屋
の
雅
楽
は
重
壽
が
中
心
的
に
担
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

14　
『
名
古
屋
市
史
』
風
俗
編
に
よ
れ
ば
、〈
蘇
志
摩
利
〉
は
明
治
四
四

（
一
九
一
一
）
年
、
宮
内
省
楽
部
で
復
興
し
、
高
崎
正
風
の
勧
め
に
よ
っ

て
熱
田
神
宮
で
番
外
の
舞
楽
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
、
と
い
う
（
五
七
〜
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五
八
頁
）。

15　

原
文
は
「
盤
渉
調
」
の
調
子
名
欠
。

16　

実
際
に
は
鞨
鼓
で
代
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

17　

旧
暦
三
月
一
五
日
の
祭
礼
。
明
治
以
降
は
四
月
中
旬
も
し
く
は
五
月
初

旬
。
明
治
四
五
年
以
降
は
五
月
一
日
。

18　

奈
良
朝
か
ら
平
安
初
期
（
承
和
の
頃
）
に
か
け
て
活
躍
し
た
と
さ
れ
る

楽
人
。
舞
の
名
手
。

19　

藤
原
師
長（
一
一
三
八
〜
一
一
九
二
）。
雅
楽
の
名
手
。『
三
五
要
録
』『
仁

智
要
録
』の
著
者
。『
平
家
物
語
』に
は
、師
長
が
尾
張
に
配
流
に
な
っ
た
時
、

熱
田
社
頭
で
琵
琶
を
奏
で
た
と
こ
ろ
、
神
感
が
あ
り
、
社
殿
が
鳴
動
し
た

逸
話
を
載
せ
る
。

20　
『
千
秋
家
文
書
』（
熱
田
神
宮
文
書
）
上
巻
、
三
一
二
頁
。

21　
『
名
古
屋
市
史
』
で
は
「
木
原
」
と
す
る
が
、
正
し
く
は
「
大
原
」
と

思
わ
れ
る
。

22　

以
上
の
六
家
に
加
え
、
長
岡
、
松
岡
を
入
れ
た
八
家
が
、
寛
文
七

（
一
六
六
七
）
年
「
熱
田
神
職
中
神
領
御
改
之
帳
冩
」
に
は
「
中
﨟
」
と

し
て
見
え
る
（『
千
秋
家
文
書
』（
熱
田
神
宮
文
書
）
下
巻
、
二
○
五
〜

二
八
八
頁
）。

23　
『
稿
本
藩
士
名
寄
』
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
と
徳
川
林
政
史
研

究
所
蔵
本
あ
り
。『
名
古
屋
藩
士
家
譜
』
は
蓬
左
文
庫
蔵
。『
士
林
泝
洄
』

は
蓬
左
文
庫
蔵
。
ま
た
『
士
林
泝
洄
続
編
』
は
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
。
こ

れ
ら
の
史
料
の
デ
ー
タ
は
近
年『
デ
ジ
タ
ル
版　

名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
』

（CD
-RO

M

）
に
ま
と
め
ら
れ
、
検
索
が
容
易
に
な
っ
た
（
名
古
屋
市
博

物
館　

二
○
一
三
）。

24　
『
名
古
屋
市
史
』
で
は
恒
川
家
四
世
と
す
る
。

25　

覚
正
寺
の
み
本
願
寺
派（
西
本
願
寺
）、そ
の
他
は
大
谷
派（
東
本
願
寺
）。

一
九
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
覚
正
寺
蕭
然
庵
恵
了
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

は
、西
山
松
之
助『
家
元
の
研
究
』に
考
察
が
あ
る（
二
三
八
〜
二
四
○
頁
）

26　
『
名
古
屋
市
史
』
人
物
編
一
に
よ
れ
ば
、
大
神
基
孚
に
笛
、
安
倍
季
良

に
篳
篥
、
豊
原
陽
秋
に
笙
を
学
ぶ
。
ま
た
東
儀
文
均
に
も
多
年
師
事
し
た

と
あ
る
。
一
方
、
尾
張
藩
士
、
東
照
宮
楽
人
（
岡
本
鍵
太
郎
、
恒
川
弥
太

郎
、
佐
藤
弥
平
次
）
ら
数
百
人
に
雅
楽
を
教
え
た
、
と
も
あ
る
（
四
六
五

〜
四
六
六
頁
）。

27　

た
だ
し
、
熱
田
神
宮
の
旧
楽
人
が
東
照
宮
の
舞
楽
で
演
奏
し
た
の
か
ど

う
か
は
、
管
見
で
は
確
認
で
き
な
い
。

28　

宮
内
庁
で
は
二
人
で
舞
う
も
の
を
〈
納
曽
利
〉、
一
人
舞
を
〈
落
蹲
〉

と
す
る
。
関
西
で
は
一
人
舞
を
〈
納
曽
利
〉、二
人
舞
を
〈
落
蹲
〉
と
す
る
。

29　

龍
影
閣
は
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
九
月
、
名
古
屋
市
大
須
に
建

設
さ
れ
た
名
古
屋
博
物
館
の
品
評
所
。
明
治
天
皇
の
行
幸
の
際
の
休
息
所

に
も
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
庄
内
公
園
に
移
築
。
一
九
四
六
年
に
渡
辺

製
菓
社
長
・
野
原
新
太
郎
氏
の
所
有
と
な
っ
た
が
、
一
九
六
八
年
に
同
氏

よ
り
熱
田
神
宮
に
寄
贈
。
熱
田
神
宮
内
に
移
設
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
二

○
○
一
年
、
国
の
登
録
文
化
財
（
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kenzoubutu/
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kunitouroku/1074.htm
l

）。

30　

ち
な
み
に
、『
名
古
屋
知
名
人
士
肖
像
一
覧
』
で
は
、伊
藤
守
松
（
祐
民
）、

吉
田
新
三
郎
（
種
彦
）
ら
は
「
実
業
家
」、
羽
塚
慈
円
は
「
宗
教
家
」
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
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表一　「三拾楽」目録

林廣継撰定 三拾楽 楽　曲　目　録

（5   2   3） （5   2   23） （5   2   6）

壹越調 承和楽
颯踏
入破
酒胡子
新羅陵王

鳥破
同急
北庭楽
一團嬌
酒清司

春鶯囀颯踏　承和楽　　　酒清司
同入破　　　陵王　　　　武徳楽
賀殿破　　　胡飲酒破　
同急　　　　新羅陵王急
迦陵頻急　　酒胡子

平調 甘州
皇麞急
春揚柳
扶南
王昭君

慶雲楽
三臺塩
林歌
夜半楽
慶徳

皇麞急　　　春揚楽　　　小娘子
五常楽急　　林歌　　　　越殿楽
萬歳楽　　　老君子　
甘州　　　　陪呂　　　　　
三臺塩急　　慶徳

双調 回盃楽
賀天急
胡飲酒
北庭楽
武徳楽

春庭楽
入破
胡飲酒破
陵王
武徳楽

春庭楽　　　武徳楽　　　新羅陵王急
柳花苑　　　賀殿急
颯踏　　　　鳥急
入破　　　　胡飲酒破
酒胡子　　　羅陵王

黄鐘調 央宮楽
海青楽
拾翠楽
西王楽
越天楽

桃季花
鳥急
青海波
平蛮楽
千秋楽

喜春楽破　　青海波
赤白桃季花　越天楽
海青楽　　　千秋楽
西王楽破　　鳥急
拾翠楽

盤渉調 蘇合破
青海波
白柱
蘇莫者
千秋楽

宗明楽
輪台
竹林楽
剣気褌脱
越天楽

蘇合香急　　千秋楽
輪台　　　　越天楽
青海波
白柱
蘇莫者破

太食調 打毬楽
合歓宴
仙遊霞
抜頭
長慶子

朝小子
仙遊霞
還城楽
抜頭
庶人三臺

太平楽道行　仙遊霞
同破　　　　還城楽
同急　　　　抜頭
打球楽　　　長慶子
傾盃楽急　　輪鼓褌脱
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表二　管絃楽会目録

5    3    13    1 平調　音取、萬歳楽 [ 仲絃 ]、皇麞急、春
楊柳 [ 残楽三返 ]、林歌、郢曲嘉辰、陪臚

（裏）笙：伊藤祐昌、
小林祥韵、篳篥：伊藤
祐之、恒川重壽、笛：
吉田尚政、吉田種彦

5    3    13    2 平調　調子 [ 笙三句 [、伊勢海、萬歳楽 [ 仲
絃 ]、五常楽急、林歌 [ 残楽三返 ]、春楊柳、
嘉辰、陪臚

5    3    13    3 平調　調子、萬歳楽 [ 仲絃半帖以下於世 ]、
皇麞急、三台塩急 [ 残楽三返 ]、春楊柳、
林謌 [ 残楽三返 ]、陪臚、郢曲嘉辰、鶏徳

明治十有九年一月六日

5    3    13    4    1 平調　調子 [ 略説 ]、伊勢海、萬歳楽 [ 仲絃 ]、
春楊柳、林謌 [ 残楽三返 ]、雅楽唱歌新年、
陪臚、郢曲嘉辰、慶徳

5    3    13    4    2 平調　調子 [ 笙三句、篳一句、笛音取 ]、
伊勢海、萬歳楽 [ 仲絃 ]、春楊柳、雅楽唱
歌新年海、林歌 [ 残楽三返 ]、雅楽唱歌新年、
陪呂、郢曲嘉辰、慶徳

5    3    13    4    4 平調　調子 [ 調子三句、笛音取 ]、伊勢海、
萬歳楽 [ 仲絃 ]、五常楽急、合歓塩 [ 残楽三
返 ]、春楊柳、郢曲嘉辰、慶徳、祝歌糸竹、
双調音取、祝歌桃柳

恒川重壽婚儀の演奏か

30    141    2 平調　調子 [ 笙三句、笛音取 ]、伊勢海、
萬歳楽、春楊柳、新年松 [ 雅楽唱歌 ]、林
歌 [ 残楽三返 ]、新年 [ 雅楽唱歌 ]、陪呂、
嘉辰 [ 郢曲 ]、慶徳

明治四十年一月発会

30    141    4 平調　音取、皇麞急、臨謌、早甘洲

表三　熱田神宮復興舞楽曲目　『名古屋市史』風俗編、55頁より（曲目順不同）
明治28（1895） 萬歳楽、延喜楽、打球楽、狛桙、陵王、納曽利

明治 27 年撰定
明治29（1896） 賀天、地久、甘洲、林歌、還城楽、抜頭
明治30（1897） 桃李花、綾切、太平楽、陪臚、陵王、落蹲
明治31（1898） 甘洲、登天楽、春庭花、白浜、散手、貴徳
明治32（1899） 承和楽、仁和楽、喜春楽、志岐手、抜頭、還城楽
明治33（1900） 萬歳楽、延喜楽、安摩・二舞、蘇利古、陵王、納曽利

明治 32 年撰定
明治34（1901） 賀天、地久、五常楽、長保楽、還城楽、抜頭
明治35（1902） 桃李花、登天楽、胡飲酒、林歌、陵王、落蹲
明治36（1903） 裹頭楽、仁和楽、央宮楽、新靺鞨、散手、貴徳
明治37（1904） 承和楽、綾切、春庭花、古鳥蘇、抜頭、還城楽

備考 1　明治 38 年以降は 28 年からの 10 種類の番組を順次繰り返す。
　　 2　目録には省略されているが、慣例として冒頭に振鉾、最後に長慶子が奏される。
　　 3　明治 45 年は〈登天楽〉の後に、特別に〈蘇志摩利〉が演じられた。
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表四　「熱田神宮舞楽舞楽神事目録配役並ニ奉仕人員」（高麗屋コレクション）

明治 41（1908）年 4 月 15 日
演　目 舞　人 楽　人 祐　昌 重　壽 種　彦
振　鉾 雅致、重壽 右太鼓：兼勝、左太鼓：

満彦、音頭：種彦、雅道
　舞 笛音頭

甘　州 貞之進、隼之助、鉾若、
米丸

鞨鼓：美稲、太鼓：満彦、
音頭：政嘉、時一、雅道

登天楽 銕六、嘉言、季次、保
義

三鼓：満彦、太鼓：美稲、
同：時一、種彦

笛音頭

春庭花 時一、重壽、弘道、良
泰

鞨鼓：金洲、太鼓：種彦、
同：倫祥、兼勝、呉柳

　舞 太　鼓

白　濱 有忠、雅致、政嘉、信
詮

三鼓：祐昌、太鼓：良泰、
同：重壽、種彦

三　鼓 篳音頭 笛音頭

散　手 重壽 鞨鼓：祐昌、太鼓：良泰、
同：弘道、兼勝、種彦

鞨　鼓 　舞 笛音頭

貴　徳 雅致 三鼓：祐昌、太鼓：良泰、
同：時一、種彦

三　鼓 笛音頭

長慶子 三鼓：祐昌、太鼓：倫祥、
同：政嘉、時一、種倫（ママ）
鞨鼓：重壽、太鼓：有忠、
同：弘道、兼勝、銕六

三　鼓

鞨　鼓

鳳笙：伊藤祐昌、小川雅致、小林倫祥、中西政嘉、粟田美稲、吉川弘道、大原季次、東
大路保義

篳篥：恒川重壽、近藤有忠、伊藤録造、栗原兼勝、浅井金洲、織田信詮、中村良泰、東
大路鉾若、大原満彦、浅野時一、牧嘉言

龍笛：吉田種彦、辰巳守、伊藤祐民、奥田呉柳、大原雅道、長岡貞之進、松岡銕六、長
岡隼之助、粟田米丸、栗原兼定、松岡隆彦
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明治 42（1909）年 5 月 4 日
演　目 舞　人 楽　人 祐　昌 重　壽 種　彦
振　鉾 茂蔭、時一 右太鼓：美稲、左太鼓：

良泰、音頭：雅道、種彦
笛音頭

承和楽 平吉、時一、研吉、治
郎

鞨鼓：兼勝、太鼓：良泰、
音頭：祐昌、重壽、種彦

笙音頭 篳音頭 笛音頭

仁和楽 茂蔭、嘉言、保義、為
穂

三鼓：満彦、太鼓：美稲、
同：重壽、雅道

篳音頭

喜春楽 弘道、重壽、嘉孝、良
泰

鞨鼓：守、太鼓：時一、
音頭：祐昌、兼勝、種彦

笙音頭 　舞 笛音頭

志岐手 茂蔭、嘉言、鉾若、米
丸

三鼓：美稲、太鼓：満彦、
音頭：時一、雅道

抜　頭 重壽 鞨鼓：良泰、太鼓：時一、
音頭：祐昌、兼勝、種彦

笙音頭 　舞 笛音頭

還城楽 有忠 一鼓：良泰、太鼓：重壽、
音頭：弘道、時一、種彦

太　鼓 笛音頭

長慶子 三鼓：種彦、太鼓：重壽、
同：政嘉、時一、雅道
鞨鼓：祐昌、太鼓：満彦、
同：雅致、兼勝、平吉

鞨　鼓

太　鼓 三　鼓

鳳笙：伊藤祐昌、小川雅致、粟田美稲、中西政嘉、吉川弘道、安達嘉孝、東大時 ( ママ )
保義、大原為穂

篳篥：恒川重壽、近藤有忠、栗原兼勝、織田信詮、中村良泰、大原満彦、浅井時一、東
大路鉾若、牧嘉言、伊藤録造、大原治郎

龍笛：吉田種彦、辰巳守、大原雅道、奥田呉柳、松岡茂蔭、粟田研吉、粟田米丸、安達
平吉
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明治 45（1912）年 5 月 1 日
演　目 舞　人 楽　人 祐　昌 重　壽 種　彦
振　鉾 兼勝、平吉 右太鼓：美稲、左太鼓：

重壽、音頭：種彦、雅道
太　鼓 笛音頭

桃季花 研吉、平吉、武次、米
丸

鞨鼓：美稲、太鼓：重壽、
音頭：祐昌、時一、雅道

笙音頭 太　鼓

登天楽 兼勝、茂蔭、為穂、由
美若

三鼓：祐昌、太鼓：美稲、
同：時一、種彦

三　鼓 笛音頭

蘇志摩利 有忠、兼勝、茂蔭、為
穂

三鼓：祐昌、太鼓：弘道、
同：重壽、種彦

三　鼓 篳音頭 笛音頭

胡飲酒 重壽 一鼓：祐昌、太鼓：種彦、
同：弘道、兼勝、守

一　鼓 舞 太鼓

林　歌 有忠、政嘉 三鼓：種彦、太鼓：兼勝、
同：時一、雅道

三　鼓

羅陵王 重壽 一鼓：祐昌、太鼓：種彦、
同：政嘉、有忠、平吉

一　鼓 舞 太　鼓

納曽利 政嘉 三鼓：重壽、太鼓：弘道、
同：兼勝、種彦

三　鼓 笛音頭

長慶子 三鼓：重壽、太鼓：弘道、
同：美稲、時一、研吉
鞨鼓：守、太鼓：有忠、同：
祐昌、兼勝、茂蔭

笙音頭

三　鼓

鳳笙：伊藤祐昌、粟田美稲、中西政嘉、吉川弘道、大原為穂
篳篥：恒川重壽、近藤有忠、栗原兼勝、浅井時一、大原武次、長岡由美若
龍笛：吉田種彦、辰巳守、大原雅道、松岡茂蔭、粟田米丸、安達平吉、（粟田研吉）




